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主
な
内
容

　
浜

田
市

は
、

合
併

し
て

今
年

で
10年

を
迎

え
ま

し
た

。
こ

れ
を

記
念

し
、

10月
４

日
㈰

、
石

央
文

化
ホ

ー
ル

に
お

い
て

、
浜

田
市

合
併

10周
年

記
念

式
典

を
開

催
し

ま
し

た
。

　
記

念
式

典
で

は
、

コ
マ

ツ
相

談
役

・
坂

根
正

弘
氏

に
、

浜
田

市
名

誉
市

民
の

称
号

を
贈

り
、

顕
彰

し
ま

し
た

。

青
い
海
・
緑
の
大
地
　
人
が
輝
き
文
化
の
か
お
る
ま
ち

平
成
２
７
年

な
つ

か
し

の
国

 石
見

青
い
海
・
緑
の
大
地
　
人
が
輝
き
文
化
の
か
お
る
ま
ち

平
成
２
７
年

な
つ

か
し

の
国

 石
見

11
月
号

　
№
175

11
月
号

　
№
175

広
報
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平
成
17
年
10
月
１
日
に
５
市
町
村
が
合
併
し
、
新
「
浜
田
市
」
が
誕
生

し
て
、
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
は
こ
れ
を
記
念
し
て
10
月
４
日
㈰
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
「
浜
田
市

合
併
10
周
年
記
念
式
典
」
を
挙
行
し
、
約
７
０
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

節
目
を
祝
い
、
更
な
る
市
政
発
展
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
お
い
て
、
浜
田
市
名
誉
市
民
の
顕
彰
や
浜
田
市
表
彰
・
合
併
10

周
年
記
念
特
別
表
彰
を
行
う
と
と
も
に
、
式
典
終
了
後
は
、
浜
田
市
名
誉

市
民
章
を
授
与
さ
れ
た
コ
マ
ツ
相
談
役　

坂
根
正
弘
氏
に
よ
る
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
浜
田
郷
土
芸
能
競
演
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

浜田市名誉市民　坂根正弘氏記念講演
演題「日本再生と企業の役割」

浜田少年少女合唱団Ｓ＆Ｓほかによる市民歌合唱

コマツ相談役の坂根正弘氏に浜田市名誉市民の称号を授与 平成27年度浜田市表彰

式辞を述べる久保田章市市長

浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
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名誉市民とは　市民又は市にゆかりの深い方で、公
共の福祉を増進し、産業若しくは文化の進展に寄与
し、又は自治の発展に貢献し、その功績が卓絶で市
民から深く尊敬されている方に贈る称号です。

【功　績】
　坂根正弘氏は、幼年期を浜田市で過ごされ、大阪市立大
学工学部を卒業後、株式会社小松製作所に入社、同社の代
表取締役社長、代表取締役会長を歴任されました。現在も
相談役の要職にあり、同社を世界第２位の建設機械メー
カーに導かれた、日本を代表する経営者の１人です。
　経済界においては、日本建設機械工業会会長、日本経済
団体連合会副会長などの要職を歴任され、社会経済の多岐
にわたる分野での発展に貢献されています。
　公職においては、ＣＯＰ日本政府代表団経済産業省調査
委員、内閣府産業競争力会議議員、内閣官房国家戦略特別
区域諮問会議議員、経済産業省総合資源エネルギー調査会
会長、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部議員などを務
められ、政府の政策立案に尽力されています。
　また、ふるさと浜田を愛する気持ちは強く、浜田市の学
校施設及び学校図書の充実、文化施設の整備及び伝統芸能
の支援を目的とした多額の寄附をされるなど、本市の教育
及び文化の振興に大きく貢献されています。
　さらに、平成26年４月には、坂根正弘氏からの寄附金を
原資として、将来の科学技術及び医学の進歩、経済の発展
などに貢献する人材を育成することを目的とする「坂根正
弘奨学金」が創設され、本市の人材育成に尽力されています。

【略　歴】
学歴
昭和28年３月　浜田市立美川小学校卒業
昭和31年３月　浜田市立第二中学校卒業
昭和34年３月　島根県立浜田高等学校卒業
昭和38年３月　大阪市立大学工学部卒業

主な職歴
昭和38年４月　株式会社小松製作所入社
平成13年６月　同　代表取締役社長
平成15年６月　同　代表取締役社長兼ＣＥＯ
平成19年６月　同　代表取締役会長
平成22年６月　同　取締役会長
平成25年４月　同　取締役相談役

６月　同　相談役
平成20年６月　東京エレクトロン株式会社取締役

６月　野村ホールディングス株式会社取締役
６月　野村證券株式会社取締役

平成23年３月　旭硝子株式会社取締役
９月　日本銀行参与

平成26年６月　武田薬品工業株式会社取締役
平成27年６月　鹿島建設株式会社取締役

主な公職歴
平成23年12月　経済産業省産業構造審議会臨時委員
平成22年11月　ＣＯＰ16日本政府代表団経済産業省調査委員
平成23年11月　ＣＯＰ17日本政府代表団経済産業省調査委員
平成25年１月　産業競争力会議構成員

10月　日露交流促進官民連絡会議代表世話人
平成26年１月　国家戦略特別区域諮問会議議員

７月　総合資源エネルギー調査会会長
９月　まち・ひと・しごと創生本部構成員

主な団体歴
平成16年５月　日本建設機械工業会会長
平成22年５月　日本経済団体連合会副会長
平成24年４月　日本科学技術連盟会長
平成19年12月　日印協会副会長

主な受章表彰歴
平成15年６月　全国発明表彰　発明実施功績賞
平成20年11月　デミング賞本賞
平成26年11月　旭日大綬章

浜田市名誉市民章

　坂根正弘氏に、新市で初めてとなります浜田
市名誉市民の称号を贈り、市民の皆さんととも
に、その功績を称えました。浜田市名誉市民は、
旧５市町村を通じて19人目となります。

坂根正弘氏
（コマツ相談役）

浜田市名誉市民顕彰
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市
で
は
、
浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典

に
お
い
て
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
次
の
皆
さ
ん
に
、
多
年
の
ご
功
労
に
感

謝
の
意
を
表
し
、
浜
田
市
表
彰
及
び
合
併
10

周
年
記
念
特
別
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
年
齢
は
10
月
１
日
現
在
・
掲
載

は
50
音
順
）

浜
田
市
表
彰

《
地
方
自
治
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
公
平
委
員
と
し
て
人
事
行

政
の
公
正
な
運
営
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

島
津　
　

博
（
76
歳
・
上
府
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防

災
に
努
め
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

植
田　

晴
彦
（
60
歳
・
金
城
町
今
福
）

上
野　

文
枝
（
45
歳
・
長
沢
町
）

梅
津　

里
美
（
55
歳
・
弥
栄
町
木
都
賀
）

小
川　

和
重
（
46
歳
・
内
田
町
）

川
本　

健
二
（
49
歳
・
三
隅
町
向
野
田
）

熊
谷　

勝
洋
（
49
歳
・
内
村
町
）

小
池　

順
治
（
57
歳
・
弥
栄
町
稲
代
）

佐
々
木
茂
樹
（
54
歳
・
長
沢
町
）

次
藤　

孝
人
（
59
歳
・
三
隅
町
岡
見
）

砂
田　
　

徹
（
45
歳
・
旭
町
和
田
）

長
松　
　

仁
（
58
歳
・
西
村
町
）

南
海　

克
登
（
58
歳
・
弥
栄
町
門
田
）

丸
山　

義
尚
（
52
歳
・
三
隅
町
向
野
田
）

三
浦　
　

勇
（
50
歳
・
三
隅
町
下
古
和
）

三
浦　

則
幸
（
59
歳
・
弥
栄
町
野
坂
）

山
㟢　

真
二
（
53
歳
・
弥
栄
町
小
坂
）

山
根　

周
二
（
59
歳
・
旭
町
都
川
）

山
本　

久
登
（
47
歳
・
佐
野
町
）

湯
淺　

富
広
（
53
歳
・
旭
町
坂
本
）

《
民
生
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人

権
擁
護
及
び
思
想
の
普
及
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。西

井
久
美
子
（
67
歳
・
高
田
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と
し
て
交
通

安
全
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

德
川　
　

博
（
67
歳
・
旭
町
市
木
）

三
浦　

博
志
（
67
歳
・
下
府
町
）

《
公
衆
衛
生
保
健
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

の
役
員
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

金
高　

久
能
（
82
歳
・
弥
栄
町
木
都
賀
）

田
子
ヨ
シ
エ
（
73
歳
・
熱
田
町
）

平成27年度浜田市表彰を受章された皆さん

平
成
27
年
度
浜
田
市
表
彰
・
浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念
特
別
表
彰

～
　市
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
　～
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宮
本
美
保
子
（
68
歳
・
金
城
町
久
佐
）

山
㟢
ト
シ
ヱ
（
66
歳
・
弥
栄
町
小
坂
）

吉
岡　

静
江
（
84
歳
・
旭
町
今
市
）

《
農
林
水
産
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
地
域
の

農
林
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

岩
田　

樹
（
72
歳
・
旭
町
丸
原
）

岡
本　

嗣
喜
（
71
歳
・
旭
町
重
富
）

德
川　

明
（
71
歳
・
旭
町
市
木
）

《
商
工
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
商
工
会
の
役
員
と
し
て
地

域
の
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
平　

正
典
（
74
歳
・
国
分
町
）

《
教
育
文
化
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
医
と
し
て

学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤　

寛
治
（
66
歳
・
杉
戸
町
）

中
村　

洋
三
（
60
歳
・
笠
柄
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
歯
科
医
と

し
て
学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

田
中　

雅
彦
（
57
歳
・
長
沢
町
）

《
感
謝
状
贈
呈
》

　

多
額
の
寄
付
に
よ
り
教
育
環
境
の
整
備
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

水
田　

光
義
（
１
０
１
歳
・
浅
井
町
）

浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念
特
別
表
彰

《
地
方
自
治
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷　

弘
幸
（
69
歳
・
田
橋
町
）

鎌
原
ヤ
シ
ヱ
（
71
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

島
本　

鎌
利
（
68
歳
・
弥
栄
町
長
安
本
郷
）

新
田　

勝
己
（
71
歳
・
治
和
町
）

⻆
田　

勝
幸
（
71
歳
・
旭
町
市
木
）

西
田　
　

平
（
79
歳
・
旭
町
和
田
）

三
浦　

一
雄
（
63
歳
・
宇
野
町
）

三
浦　

保
法
（
65
歳
・
三
隅
町
岡
見
）

山
崎　
　

晃
（
72
歳
・
久
代
町
）

山
田　

義
喜
（
72
歳
・
三
隅
町
芦
谷
）

　

多
年
に
わ
た
り
監
査
委
員
と
し
て
公
正
な

監
査
の
執
行
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

水
野　

文
雄
（
74
歳
・
河
内
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員
と
し
て
公

正
か
つ
適
切
な
選
挙
の
管
理
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

宮
本　

文
雄
（
73
歳
・
金
城
町
久
佐
）

　

多
年
に
わ
た
り
公
平
委
員
と
し
て
人
事
行

政
の
公
正
な
運
営
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田　
　

稔
（
70
歳
・
朝
日
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
嘱
託
員
及
び
行
政
連
絡
員

と
し
て
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
地
方
自

治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
越　
　

登
（
81
歳
・
三
階
町
）

橋
ヶ
迫　

劭
（
82
歳
・
長
沢
町
）

浜田市合併10周年特別表彰を受章された皆さん
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《
教
育
文
化
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
医
と
し
て

学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
貞
信
（
82
歳
・
殿
町
）

北
村
健
二
郎
（
79
歳
・
下
府
町
）

神
田　
　

滋
（
78
歳
・
殿
町
）

寺
井　
　

勇
（
71
歳
・
三
隅
町
西
河
内
）

半
田　

貢
雪
（
78
歳
・
港
町
）

山
㟢　

太
朗
（
72
歳
・
黒
川
町
）

　　

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
歯
科
医
と

し
て
学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

石
橋　

和
子
（
73
歳
・
京
町
）

岡
本　

正
文
（
72
歳
・
田
町
）

小
松
原　

基
（
67
歳
・
長
沢
町
）

山
根　

康
雄
（
70
歳
・
三
隅
町
向
野
田
）

　

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
薬
剤
師
と

し
て
学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

俵　
　

治
雄
（
63
歳
・
朝
日
町
）

藪
田　

裕
子
（
74
歳
・
下
府
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
石
見
神
楽
面
の
制
作
を
通
じ

て
石
見
神
楽
の
保
存
継
承
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

柿
田　

勝
郎
（
73
歳
・
熱
田
町
）

《
そ
の
他
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
椎
茸
栽
培
に
従
事
し
品
評

会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
栽
培
技
術
の
普

及
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

岩
地　

正
男
（
67
歳
・
旭
町
木
田
）

　

多
年
に
わ
た
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
活
動
を

通
じ
て
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

西
川　

正
毅
（
80
歳
・
松
原
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
を
通

じ
て
児
童
の
健
全
育
成
及
び
健
康
増
進
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

森
田　

純
一
（
82
歳
・
相
生
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
九
州
地
区
へ
の
石
見
神

楽
の
紹
介
及
び
ふ
る
さ
と
浜
田
へ
の
観
光

客
誘
致
を
通
じ
て
観
光
振
興
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

吉
田　

利
治
（
74
歳
・
福
岡
市
東
区
）

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防

災
に
努
め
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

天
津　

義
葊
（
66
歳
・
大
金
町
）

天
野　
　

猛
（
69
歳
・
下
有
福
町
）

江
木　

久
和
（
62
歳
・
熱
田
町
）　

大
㟢　

和
則
（
54
歳
・
下
有
福
町
）

大
野　

幹
雄
（
60
歳
・
内
村
町
）

川
㟢　

久
登
（
58
歳
・
上
府
町
）

河
野　

武
美
（
67
歳
・
大
金
町
）

河
野　
　

博
（
63
歳
・
黒
川
町
）

小
松　

哲
紀
（
60
歳
・
国
分
町
）

佐
古　

義
光
（
64
歳
・
佐
野
町
）

佐
々
木
卓
夫
（
67
歳
・
長
沢
町
）

佐
々
木　

稔
（
68
歳
・
竹
迫
町
）

佐
々
木
保
夫
（
67
歳
・
下
有
福
町
）

高
原　

正
治
（
65
歳
・
吉
地
町
）

田
中　

修
二
（
66
歳
・
天
満
町
）

近
重　

正
利
（
65
歳
・
下
有
福
町
）

寺
井　

正
道
（
68
歳
・
長
沢
町
）

長
冨　

幸
男
（
69
歳
・
生
湯
町
）

長
松　

忠
夫
（
60
歳
・
西
村
町
）

中
本　

順
三
（
64
歳
・
久
代
町
）

名
田　

一
雄
（
70
歳
・
松
原
町
）

橋
本　
　

弘
（
59
歳
・
宇
野
町
）

原
田　

義
一
（
68
歳
・
周
布
町
）

前
原　

義
人
（
65
歳
・
日
脚
町
）

道
下　

文
男
（
63
歳
・
日
脚
町
）

南
谷　

秀
雄
（
66
歳
・
長
沢
町
）

養
庵　

敏
弘
（
61
歳
・
周
布
町
）

横
坂　

卓
也
（
63
歳
・
熱
田
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
行

政
運
営
の
改
善
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

芳
川　

榮
佑
（
71
歳
・
旭
町
本
郷
）

《
民
生
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
地
域
の
社
会
福
祉
と
民
生
の
安
定
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

勝
手　

俊
美
（
66
歳
・
金
城
町
入
野
）

瓦
田　

富
子
（
64
歳
・
元
浜
町
）

小
坂
美
奈
子
（
69
歳
・
殿
町
）

小
林　

修
司
（
72
歳
・
上
府
町
）

浜
崎　
　

豊
（
68
歳
・
元
浜
町
）

　　

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護

と
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋　

隆
興
（
74
歳
・
治
和
町
）

野
上　

雄
護
（
70
歳
・
田
町
）

《
公
衆
衛
生
保
健
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

の
役
員
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
美
代
子
（
79
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

下
垣　

女
（
81
歳
・
日
脚
町
）

長
松
美
千
子
（
83
歳
・
西
村
町
）

細
川　

邦
子
（
79
歳
・
田
橋
町
）

《
農
林
水
産
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
地
域
の

農
林
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

川
方　

耕
治
（
79
歳
・
西
村
町
）

被表彰者を代表してあいさつする島津博さん



浜田市合併10周年記念式典

7　　　広報はまだ：平成27年11月号

各自治区で大切に受け継がれている郷土芸能の継承者が一堂に会し、それぞれの演目を披露しました。

浜田郷土民謡保存会（浜田） 弥栄町田囃子保存会（弥栄） 長見町盆踊り保存会（浜田）

浜っ子ハイヤの会（浜田） 島根県立大学　よさこい橙蘭（特別出演） 都香沙太鼓（旭）

浜田盆踊り口説き同好会（浜田） 周布地・大谷田ばやし保存会（三隅） 山陰久佐松竹座（金城）

　浜田市合併10周年を迎え、年間を通じて記念イベントを実施し、市民の皆さんと盛り上げていきます。12月
上旬までのイベントは次のとおりです。

開催日程 イベント 担当窓口
10月31日㈯・11月１日㈰ さざんか祭り 金城支所産業建設課（☎�１２３３）

11月３日㈷ ＢＢ大鍋フェスティバル ＢＢ大鍋フェスティバル実行委員会（☎�３０２５）
Ｓｅａ－１グルメフェスティバル Sea‐1グルメフェスティバル実行委員会（☎�９５２０）

11月３日㈷ 弥栄産業まつり 弥栄産業まつり実行委員会（☎�２２２１）
11月７日㈯ 海眺満喫ウォーキング大会 浜田公民館（☎�９３５８）

11月８日㈰ 旭ふる里まつり 旭ふる里まつり実行委員会（☎�１４３７）
2015旭ロードレース大会 教育委員会旭分室（☎�１４４０）

11月14日㈯ 宝くじ文化公演オペレッタ「こうもり」 石央文化ホール（☎�２１００）
11月14日㈯・15日㈰ みすみフェスティバル みすみフェスティバル実行委員会（☎�２８０３）
11月22日㈰ 浜田開府400年記念プレ講演・対談会 本庁文化振興課（☎�９７３１）
11月22日㈰ 2015日本石見神楽大会 本庁観光交流課（☎�９５３１）
11月22日㈰ 健康ウォーク 長浜公民館（☎�４６１４）
11月22日㈰～
平成28年１月11日㈷ 万灯山公園イルミネーション 本庁建設企画課（☎�９６０１）

12月６日㈰ 金城マイペース健康マラソン大会・駅伝競走大会 教育委員会金城分室（☎�１２３７）
※　イベントについてのお問い合わせは、各担当窓口までお願いします。

浜田郷土芸能競演大会

今後の合併10周年記念イベント



広報はまだ：平成27年11月号　　　 8

　各会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付
けています。なお、議会運営委員会、各常任
委員会、全員協議会の傍聴は、会場の都合に
より７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からで
すが、変更になる場合がありますので、事前
にお問い合わせください。

問い合わせ先
議会事務局（☎�９８００）

　今回の臨時会は、議会運営委員会や各常任委員会委
員の任期満了に伴う委員の選任などを行う予定です。

会期　11月９日㈪・10日㈫（２日間）

11月９日㈪　全員協議会、議会運営委員会
本会議　開会（各常任委員会ほか）

10日㈫　本会議　閉会
（全員協議会、議会運営委員会ほか）

　市では、平成20年度から「ふるさと“はまだ”に貢献したい、応援したい」という皆さんからの寄
附金を受け付けています。多くの皆さんから「ふるさと寄附」をいただき、ありがとうございました。
　平成26年度の寄附金は、指定いただいた事業区分に応じて活用するとともに、「浜田市ふるさと応
援基金」・「浜田城に関する資料館及び城山整備基金」・「浜田市地域振興基金」に積み立てました。

１　ふるさと寄附の受入れ及び基金の積立ての状況 （単位：円）

　　　　　　　　　基金及び事業区分
平成26年度寄附金 平成20～25年度

基金残額 事業充当額 平成26年度末
基金残額

件数 金額　① 金額　② 金額　③ 金額　①+②－③
浜田市ふるさと応援基金

１ 伝統芸能並びに地域文化の伝承及び育成に関する事業 2,868 37,999,001 9，054，000 0 47，053，001

２ 特産品の育成及び地域産業の振興に関する事業 8,325 117,456,210 17，967，092 0 135，423，302

３ 自然環境並びに地域景観の保全及び活用に関する事業 7,047 97,099,301 15，656，500 0 112，755，801

４ 高齢者の生活を支援する地域づくりに関する事業 4,038 55,356,611 14，150，000 0 69，506，611

５ 青少年の健全育成及び教育環境整備に関する事業 8,036 142,910,170 24，648，862 3，573，580 163，985，452

小　　計 30,314 450,821,293 81，476，454 3，573，580 528，724，167

浜田城に関する資料館及び城山整備基金

６ 浜田城に関する資料館及び城山整備に関する事業 911 11,637,000 23，487，140 0 35，124，140

浜田市地域振興基金

７ その他目的達成のために市長が必要と認める事業 16,004 264,513,269 38，764，657 0 303，277，926

合　　計 47,229 726,971,562 143，728，251 3，573，580 867，126，233

２　ふるさと寄附金の活用状況 （単位：円）
平成26年度事業 充当額

１ 今福スポーツ広場管理費 800，000

２ 金城総合運動公園管理費 1，200，000

３ 奨学金給付事業 1，573，580

合　　計 3，573，580

問い合わせ先
本庁ふるさと寄附推進室（☎�９２２０） スポーツを通して市民の健康増進及び連帯意識の高揚

を図るため、環境整備を行いました

11月浜田市議会臨時会日程（予定）

ふるさと寄附金運用状況
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ごみ処理経費の状況
【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 112，979，328
ごみ搬入手数料 13，981，400
資源ごみなど売払収入 35，869，378
焼却灰処分費 17，932，227
そのほか 625，690

歳入額　合計 181，388，023
【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製、販売経費 44，325，033
ごみ収集経費 225，584，683
資源ごみ中間処理経費 104，902，896
不燃ごみ処理場経費 56，909，211
広域行政組合負担金 783，551，996
そのほか管理運営経費 13，575，190
人件費 84，082，444

歳出額　合計 1，312，931，453

●鉄くず売払収入　　　　11，475，522円
●資源ごみ売払収入　　　22，271，475円

（内訳）アルミ缶　　　20，010，795円
スチール缶　　　1，530，431円
ペットボトル　　　591，116円
ビールびん　　　　17，497円
一升びん　　　　　121，636円

●容器包装リサイクル協会拠出金収入
　2，122，381円

※　これは、ペットボトル・プラスチック
容器包装・びんを出荷して得た収入です。

※　ごみ処理にかかった費用のうち、約8.6％（約１億1，300万円）
は、ごみ袋の売上収入で賄われています。なお、歳入と歳出
の差額（約11億3，200万円）は、税金などで補填しています。

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
ご
み
の
総
排

出
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

市
民
１
人
当
た
り
の
排
出
量
は
逆
に

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
が
処
理
し
て
い
る
ご
み
の
70
％

が
燃
や
せ
る
ご
み
で
す
。
そ
し
て
、

燃
や
せ
る
ご
み
の
40
％
が
生
ご
み
で
、

そ
の
中
に
は
「
手
つ
か
ず
・
食
べ
残

し
」
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
食
品
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

台
所
か
ら
発
生
す
る
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
ご
み
減
量
へ

の
効
果
が
と
て
も
大
き
く
、
ご
み
処

理
費
用
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

生
活
を
営
む
上
で
、
ど
う
し
て

も
生
ご
み
は
出
て
し
ま
い
ま
す
が
、

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
で
、
ご

み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

少
し
の
工
夫
で
生
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
ご
み
は
捨
て
る
前
に
、
ひ
と
絞
り

し
ま
し
ょ
う

　

生
ご
み
の
水
分
量
は
70
～
80
％
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
水
切

問い合わせ先
本庁環境課リサイクル推進係（☎�９４３０）

り
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
燃
焼
効
率

が
良
く
な
る
ほ
か
、
重
量
が
軽
く
な

る
た
め
ご
み
収
集
車
の
燃
費
が
向
上

し
、
燃
料
費
を
節
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
捨
て

る
前
に
、
最
後

に
ひ
と
絞
り
し

て
く
だ
さ
い
。

食
材
は
買
い
過
ぎ
な
い
で
、
使
い
切

り
ま
し
ょ
う

　

特
売
を
し
て
い
る
と
、
食
材
を
買

い
過
ぎ
た
り
、
冷
蔵
庫
に
あ
る
の
を

忘
れ
て
同
じ
食
材
を
買
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
結
局

食
材
を
使
い
切
れ
ず
に
、「
手
つ
か
ず
」

の
ま
ま
腐
ら
せ
て
し
ま
う
原
因
に
な

り
ま
す
。
買
い
物
の
前
に
は
食
材
の

在
庫
を
確
認
し
て
必
要
な
も
の
だ
け

を
買
い
、
食
材
を
使
い
切
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

料
理
は
作
り
過
ぎ
ず
、
残
さ
ず
食
べ

ま
し
ょ
う

　

食
材
で
冷
蔵
庫
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
り
、
消
費
期
限
が
近
く
な
っ

て
く
る
と
、
料
理
を
作
り
過
ぎ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

作
っ
た
量
や
そ
の
日
の
体
調
に
よ
っ

て
は
、
全
部
食
べ
切
る
こ
と
が
で
き

ず
に
残
し
て
し
ま
い
、
生
ご
み
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
食
材
は
計
画

的
に
使
い
切

り
、
残
さ
ず
き

ち
ん
と
食
べ
ま

し
ょ
う
。

「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ

て
い
る
食
べ
物
を
「
食
品
ロ
ス
」
と

い
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
食
品
ロ
ス
は
年
間

２
０
０
万
ト
ン
か
ら
４
０
０
万
ト
ン

に
も
な
り
、
１
人
当
た
り
毎
日
40
グ

ラ
ム
く
ら
い
の
食
べ
物
が
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ

と
は
、
環
境
面
で
も
家
計
に
と
っ
て

も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
賞
味
期
限

や
消
費
期
限
に
も
注
意
し
な
が
ら
、

見
た
目
や
に
お
い
な
ど
の
５
感
で
個

別
に
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

参
考
資
料　
農
林
水
産
省
「
食
品
ロ

ス
削
減
に
向
け
て
」

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

１
人
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

生
ご
み
を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト

平成26年度　浜田市のごみ処理経費
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去年、私の友人は、しまねっこの仮装をしました。
　もう１つの人気の飾りが「ジャック・オー・ラ
ンタン」というパンプキンで作られるランタンで
す。その理由はある伝説に由来します。昔、ジャッ
クという、嘘をついたり、いたずらをしたりする
悪い人がいました。ある時、彼は悪魔に出会い、
「地獄に連れて行くな」と悪魔に必死に頼みまし
た。悪魔は、絶対にジャックを地獄に連れて行か
ないと約束しました。そして、ジャックが亡くな
る日に天国に行こうとしましたが、やはり悪い人
間だったので、天国に行けませんでした。そし
て、地獄に行こうとしたのですが、ジャックは悪
魔と約束したので、地獄にも行けません。そのた
め、永遠に暗い道を歩き続けることになり、その
時、ジャックが明かりにパンプキンを使ったこと
から、ハロウィンのときにはパンプキンを飾り付
けに使うようになりました。

　皆さん、いかがお過ごしですか。どんどん秋が
深まってきていますね。
　イギリスでは、この時期にハロウィンという祝
日があります。近年、日本でも10月になったらハ
ロウィン柄のお菓子などがお店に並んでいますね。
　ハロウィンといえば、やはり「アメリカの祭り」
というイメージが根強いかもしれませんが、実は
イギリス発祥の祭りです。2000年前、ブリテン諸
島に居住したケルト民族は、宗教が多神教でした。
彼らの宗教的信仰で、ハロウィンの日は死んだ人
の幽霊が地球にまた戻ることができる日です。10
月31日がちょうど秋から冬に移行する日だとされ、
その移行の日に生きているものの世界と幽霊の世
界との間に橋がかかるとされていました。そのた
め、ハロウィンの伝統や活動は主に幽霊や怖いも
のを中心として発展してきました。
　現在では、ハロウィンはあまり宗教的な意味は
ありませんが、「怖い」という概念を中心とした
祭りなので、家を骸骨や黒猫などをモチーフにし
たものを使って飾ったり、仮装したり、怖い映画
を見たり、怪談を語ったりします。１番一般的な
仮装は魔女や吸血鬼などのような怖い衣装ですが、
最近ではどんな仮装でも良いようになりました。

　平成27年国勢調査にご協力いただき、
ありがとうございました。
　現在、回答いただいた調査票の記入
内容を審査しています。記入漏れや記
入内容に不明な点があった場合、市か
ら問い合わせをする場合がありますの
で、引き続きご協力をお願いします。
　まだ調査票を提出していない人は、
速やかに提出をお願いします。なお、
調査票が届いていない場合は、ご連絡
ください。

連絡・問い合わせ先
国勢調査浜田市実施本部
（☎�９１２０）

　浜田地区広域行政組合では、本組合の発展に尽くされた
人を表彰し、多年のご功労に感謝の意を表しています。
　このたび、本組合の公平委員会委員として地方自治の伸
展に寄与された島津博さんを表彰しました。

問い合わせ先
浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

島津　博さん
（76歳・上府町）

ハロウィン
浜田市国際交流員　キンバリー　モーガン　

国勢調査へのご協力
ありがとうございました

平成27年度
浜田地区広域行政組合表彰



11　　　広報はまだ：平成27年11月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
、
11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰

ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

防
火
標
語

無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か

く
れ
ん
ぼ

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

※　

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

対
象　
防
火
管
理
義
務
対
象
物
に

居
住
又
は
勤
務
す
る
人
で
、
新

た
に
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人
又
は
資
格
取
得
を

希
望
す
る
人

講
習
日　
12
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　
６
、
１
７
０
円

申
込
期
間

11
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

直
接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
日
本
防
火
・

防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
消

防
本
部
予
防
課
及
び
各
出
張
所

に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
２
５
５
・

▢FAX
０
８
５
２
�
７
２
９
１
）

http://w
w

w
.syoubounet.jp/

shim
ane/

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
０
３
‐
３
５
９
１
‐
７
１

２
１
・
▢FAX
０
３
‐
３
５
９
１
‐

７
１
３
０
）

http://w
w

w
.n-bouka.or.jp/

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認

定
制
度
と
は
？

　

こ
の
制
度
は
、
次
の
３
つ
の
項

目
を
満
た
し
て
い
る
事
業
所
な
ど

を
「
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
認
定
し
、
こ
れ
を
活

用
す
る
こ
と
で
救
命
率
の
向
上
を

図
り
、
そ
の
社
会
貢
献
を
高
く
評

価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お

け
る
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

３
つ
の
項
目

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て

い
る
こ
と
。

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状

態
に
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

③
救
命
講
習
を
修
了
し
た
従
業
員

な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認

定
事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
９
月
に
新
た
に
16
事

業
所
を
認
定
し
、
全
部
で
58
事
業

所
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

認
定
事
業
所
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

場
所
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
16
事
業
所

（
順
不
同
） 

・
ち
ど
り
保
育
所

・
浜
田
ひ
か
り
保
育
所

・
つ
く
し
保
育
園

・
み
の
り
保
育
園

・
ち
ど
り
第
２
保
育
所

・
今
福
保
育
園

・
く
も
ぎ
保
育
園

・
今
市
公
民
館

・
木
田
公
民
館

・
和
田
公
民
館

・
都
川
公
民
館

・
市
木
公
民
館

・
中
国
電
力
㈱
三
隅
発
電
所
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル

・
キ
ー
パ
ー
㈱
三
隅
工
場

・
キ
ー
パ
ー
㈱
白
砂
工
場

・
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み

※　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

（
☎
�
０
１
１
９
）

認定した事業所には、表示
証が提示されています

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

を
実
施
し
ま
す

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

安
全
安
心
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
に
よ
っ
て
伝
達
す
る
た
め
の

一
斉
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
放
送
は
、
浜
田
市
以

外
の
地
域
で
も
同
じ
音
声
が
放
送

さ
れ
ま
す
。
浜
田
市
で
は
、
市
内

全
て
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送

が
流
れ
ま
す
。

訓
練
放
送
日
時

11
月
25
日
㈬　

午
前
11
時
頃

放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
を

３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

※　

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り

ま
す
。

※　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、

災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な

ど
を
活
用
し
て
瞬
時
に
受
信
し
、

市
町
村
の
防
災
行
政
無
線
な
ど

で
自
動
的
に
放
送
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
飲

酒
運
転
の
根
絶
を
図
る
た
め
、「
飲

酒
運
転
追
放
三
な
い
運
動
」
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

運
動
期
間

11
月
21
日
㈯
～
12
月
10
日
㈭

一
斉
行
動
日

11
月
27
日
㈮
・
12
月
４
日
㈮

運
動
の
重
点

○
飲
酒
運
転
追
放
三
な
い
運
動

・
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い

○
飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
環
境
づ

く
り
の
推
進

推
進
事
項

⑴　

運
転
者
は
、
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
悪
質
な
反
社

会
的
行
為
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
二
日
酔

い
で
も
飲
酒
運
転
に
な
る
こ
と

を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

⑵　

家
庭
で
は
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
の
悲
惨
さ
や
責
任
の
重

さ
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
車

で
の
来
訪
者
に
、
お
酒
を
勧
め

た
人
も
犯
罪
者
に
な
る
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑶　

地
域
で
は
、
回
覧
板
な
ど
を

活
用
し
、
車
を
運
転
す
る
人
に

お
酒
を
勧
め
る
こ
と
や
、
飲
酒

運
転
だ
と
知
り
な
が
ら
、
そ
の

車
に
乗
る
こ
と
は
犯
罪
に
な
る

こ
と
を
周
知
し
ま
ょ
う
。

⑷　

職
場
で
は
、
事
業
主
や
安
全

運
転
管
理
者
な
ど
が
「
飲
酒
運

転
追
放
三
な
い
運
動
」
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
の
使
用
・
点
検
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

⑸　

酒
類
提
供
者
は
、
車
を
運
転

す
る
客
に
対
し
て
、
絶
対
に
酒

類
を
提
供
し
な
い
こ
と
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

の
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
転
送
不

要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
転
送
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
の
転
送

先
に
は
配
達
さ
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、

配
達
時
に
不
在
の
場
合
や
、
宛
所

に
尋
ね
当
た
ら
な
い
場
合
も
、
一

定
期
間
郵
便
局
が
預
か
っ
た
後
、

浜
田
市
役
所
総
合
窓
口
課
で
保
管

し
ま
す
。

　

11
月
末
ま
で
に
通
知
カ
ー
ド
が

届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

配
送
状
況
の
確
認

　

市
区
町
村
ご
と
の
郵
便
局
へ
の

差
し
出
し
の
状
況
は
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

https://w
w

w
.kojinbango-

card.go.jp/

　

ま
た
、
郵
便
局
か
ら
宛
先
へ
の

配
送
状
況
に
つ
い
て
は
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

【
日
本
語
】（
☎
０
５
７
０
‐
７
８

３
‐
５
７
８
）

【
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
ス

ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
】

（
☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
７

３
８
）

【
つ
な
が
ら
な
い
場
合
】

（
☎
０
５
０
‐
３
８
１
８
‐
１

２
５
０
）

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
10
時

土
・
日
・
祝
日　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分

（
12
月
29
日
㈫
～
平
成
28
年
１

月
３
日
㈰
を
除
く
）

※　

通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
コ
ン
ビ

ニ
）
で
の
交
付
用
暗
証
番
号
が
設

定
（
カ
ー
ド
の
裏
面
に
○自　
ス
タ
ン

プ
が
付
い
て
い
る
も
の
）
し
て
あ

れ
ば
、
夜
間
や
休
日
で
も
、
お
近

く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
店
舗

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
し
て

あ
る
全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ

ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク

ス
※　

コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
の
メ
ニ
ュ
ー
画
面
か
ら

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
選
び
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
操
作
し

て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
時
間

午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
、
保

守
点
検
日
な
ど
を
除
く
）

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国

一
斉
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

飲
酒
運
転
根
絶
運
動
を

実
施
し
ま
す

生
活
・
環
境

11
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
の
通
知
カ
ー
ド

が
届
か
な
い
人
へ

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
ご
利
用
く
だ
さ
い



13　　　広報はまだ：平成27年11月号

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

交
付
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し
（
浜
田
市
に
住

民
登
録
し
て
い
る
本
人
及
び
本

人
と
同
一
世
帯
員
の
現
在
の
も

の
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書
（
本
人
の
も

の
）

・
所
得
・
課
税
証
明
書
（
本
人
の

も
の
）

交
付
手
数
料　
１
通
２
０
０
円

必
要
な
も
の　
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
（
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号

が
設
定
し
て
あ
る
も
の
）

証
明
書
の
用
紙

　

コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
さ
れ
る
証
明

書
は
、
Ａ
４
版
の
普
通
紙
に
不
正

を
防
止
す
る
加
工
が
施
さ
れ
て
お

り
、
窓
口
で
交
付
す
る
専
用
用
紙

と
は
異
な
り
ま
す
。

※　

平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
申

請
を
し
た
人
に
交
付
さ
れ
る
個

人
番
号
カ
ー
ド
で
も
コ
ン
ビ
ニ

で
の
証
明
書
交
付
が
利
用
で
き

ま
す
。

※　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
有

効
期
間
満
了
日
ま
で
使
用
で
き

ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
を
一

時
休
止
し
ま
す

　

電
気
設
備
定
期
点
検
に
伴
う
庁

舎
停
電
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設

置
し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か

ら
の
証
明
書
発
行
を
一
時
休
止
し

ま
す
。

利
用
で
き
な
い
日
時

11
月
14
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

く
ら
し･

仕
事
で
発
生
す
る

様
々
な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
何

で
も
電
話
相
談
、
面
談
相
談
に
応

じ
ま
す
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日
時　
11
月
24
日
㈫
・
25
日
㈬

午
前
11
時
～
午
後
６
時

電
話
相
談　
☎
０
１
２
０
‐
５
０

６
‐
６
２
９

面
談
相
談
（
要
予
約
）

場
所　
中
国
労
働
金
庫
浜
田
支
店

２
階
会
議
室

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
く

ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

（
☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０

５
２
）

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た

め
、
男
性
を
対
象
と
し
た
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

介
護
に
つ
い
て
関
心
や
知
識
を

持
ち
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
家
族

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図

り
な
が
ら
、
楽
し
く
介
護
が
で
き

る
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
男
性

※　

夫
婦
・
男
女
ペ
ア
の
親
子
で

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
29
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

演
題　
笑
う
門
に
は
い
い
介
護

講
師　
中
村
学
さ
ん
（
介
護
福
祉

士
）

定
員　
先
着
30
人

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
で
は
、
浜

田
市
か
ら
広
島
エ
リ
ア
へ
の
往
復

料
金
と
広
島
エ
リ
ア
内
が
乗
り
降

り
自
由
で
定
額
料
金
の
プ
ラ
ン

「
ぶ
ら
り
中
国
ド
ラ
イ
ブ
パ
ス
２

０
１
５
」
を
期
間
限
定
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
の
普
通
車
・

軽
自
動
車
・
二
輪
車

実
施
期
間　
11
月
29
日
㈰
ま
で
の

土
・
日
・
祝
日
（
最
大
２
日
間

利
用
可
能
）

利
用
料
金　
浜
田
エ
リ
ア
発
着
広

島
周
遊
プ
ラ
ン

・
普
通
車　
　

３
、
３
０
０
円

・
軽
自
動
車　

２
、
７
０
０
円

申
込
方
法　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
み
ち
旅
」
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.m

ichitabi.com
/r

oundtour/

※　

対
象
エ
リ
ア
な
ど
、
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※　

電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
お
客
さ
ま

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
９

２
４
‐
８
６
３
）

・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
み
ち
旅
」

http://w
w

w
.m

ichitabi.com
/r

oundtour/

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
情
報

提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

｢

く
ら
し
・
仕
事｣

ま
る
ご
と
解
決

浜
田
で
出
張
相
談
を
行
い
ま
す

男
の
生
活
力
ア
ッ
プ
講
座

～
介
護
入
門
編
～
を
開
催

し
ま
す

高
速
道
路
の
周
遊
割
引
実
施

の
お
知
ら
せ
で
す

住
宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

募集概要

募集箇所 面積 使用料
（１か月） 附属設備 使途

１階
（仲買売場） １マス20㎡

（5ｍ×4ｍ）
33，000円

／マス
電気・　
水道設備

生鮮水産物・
冷凍水産物の
販売など

２階
（事務室） １室42.5㎡

（5ｍ×8.5ｍ）
55，000円

／室
電気・　
水道設備 事務所など

※　空き室状況など、ご不明な点はお問い合わせください。

【
浜
田
土
建
㈱
募
集
分
】

募
集
期
間

11
月
２
日
㈪
～
11
日
㈬

募
集
住
宅　
市
営
住
宅

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　
11
月
下
旬

入
居
時
期　
12
月
初
旬

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

【
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
募
集
分
】

募
集
期
間

11
月
16
日
㈪
～
30
日
㈪

募
集
住
宅

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　
11
月
下
旬

入
居
時
期　
１
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w

w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

　

農
地
転
用
な
ど
農
地
の
形
状
な

ど
を
変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
手

続
が
必
要
で
、
い
ず
れ
の
場
合
も

農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
で
す
。

①
転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓

地
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る

場
合

③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届
出

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・

利
用
促
進
の
た
め
の
農
業
用
施

設(

農
道
・
た
め
池
な
ど)

や
２

ア
ー
ル
未
満
の
農
業
経
営
施
設

（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具
収
納

施
設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

④
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ

り
取
得
し
た
場
合

※　

自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も

必
ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農

地
転
用
・
用
途
変
更
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、

農
地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、

完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

　

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
振
興
課
又
は
各
支
所
産
業

建
設
課
で
指
定
の
有
無
を
確
認
の

上
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
に
つ
い
て

・
本
庁
農
林
振
興
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

・
各
支
所
産
業
建
設
課

　

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の
使
用

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

施
設
場
所　
原
井
町
（
浜
田
漁
港

４
号
市
場
向
か
い
）

施
設
概
要　
昭
和
55
年
３
月
建
築

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

建
申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
浜
田
魚
商
協

同
組
合
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

申
込
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
原
井
町
）

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
☎
�
１
７
８
８
）

・
本
庁
水
産
振
興
課
漁
港
活
性
化

　

室
（
☎
�
９
５
２
８
）

　

市
で
は
、
元
気
な
浜
田
を
つ
く

る
た
め
に
、
女
性
や
若
者
・
シ
ニ

ア
の
人
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
す
。
実
際
に
創
業
可

能
な
事
業
計
画
書
を
作
成
す
る
ま

で
の
本
格
的
な
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

浜
田
市
外
在
住
の
人
も
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
創
業
を
考
え
て
い
る
、
又

は
創
業
し
た
が
経
営
面
で
不
安

の
あ
る
人

日
時　
11
月
５
日
㈭
・
９
日
㈪
・

12
日
㈭
・
16
日
㈪
・
19
日
㈭
・

26
日
㈭
・
12
月
１
日
㈫
・
７
日

㈪
・
14
日
㈪
（
全
９
回
）

午
後
６
時
～
９
時

場
所　
市
役
所
本
庁
第
２
東
分
庁

舎
南
会
議
室

※　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
全
９
回
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
な

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

産
業
・
地
域
活
性
化

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届
出

及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
出
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

起
業
・
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

り
ま
す
の
で
、
参
加
す
る
人
は

原
則
全
て
の
回
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
２
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
本
庁
産
業
政
策

課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
商
工
企
画
係

（
☎
�
９
５
０
１
・
▢FAX
�
４
０

４
０
）

　

浜
田
市
で
ご
好
評
い
た
だ
い
て

い
る
ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
料
理
を
邑
南

町
の
飲
食
店
で
も
期
間
限
定
で
取

り
組
み
ま
す
。
期
間
中
、
浜
田
市

又
は
邑
南
町
の
食
材
を
使
っ
た
お

い
し
い
料
理
を
邑
南
町
内
の
お
店

で
も
１
、４
０
０
円
・
２
、８
０
０

円
の
ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
で
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
浜
田
市
・
邑
南
町
の

ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
料
理
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

※　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
用
紙
は
、

浜
田
市
内
の
は
ま
ご
ち
加
盟
店

で
配
付
し
て
い
ま
す
。
加
盟
店

情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://h
a

m
a

g
o

ch
i.co

m
/

shopseach/

開
催
期
間

11
月
１
日
㈰
～
30
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
交
流
課
内　

浜
田
市

と
邑
南
町
と
の
「
食
」
を
通
じ

た
観
光
・
文
化
交
流
協
議
会
事

務
局
（
☎
�
９
２
０
２
）

　

Ａ
Ｎ
Ａ
客
室
乗
務
員
を
講
師
に

招
き
、
お
も
て
な
し
入
門
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
国
内
線
・
国
際
線

で
様
々
な
お
客
様
に
接
し
て
お
ら

れ
る
経
験
か
ら
、
お
も
て
な
し
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

対
象　
観
光
関
連
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
人
（
宿
泊
施
設
・
飲
食

店
な
ど
）

日
時　
11
月
11
日
㈬

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
階
４
０
２

研
修
室

定
員　
先
着
20
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
４
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
交
流
課
内　

浜
田
市

と
邑
南
町
と
の
「
食
」
を
通
じ

た
観
光
・
文
化
交
流
協
議
会
事

務
局
（
☎
�
９
２
０
２
）

自
治
体
提
携
ロ
ー
ン
の
紹
介

　

中
国
ろ
う
き
ん
で
は
、
浜
田
市

と
提
携
し
た
ロ
ー
ン
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

　

本
人
又
は
同
居
の
親
族
の
医
療
・

介
護
・
教
育
・
住
宅
関
連
・
冠
婚

葬
祭
費
と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
浜
田
市
に
居
住
し
て
い
る

勤
労
者
で
、
前
年
税
込
年
収
１

５
０
万
円
以
上
、
勤
続
年
数
１

年
以
上
、
居
住
年
数
１
年
以
上

の
人

融
資
額　
最
高
２
０
０
万
円

利
率　
年
１
・
76
％

※　

利
率
は
、
平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
（
固
定
金
利
）
で
す
。

返
済
期
間　
最
長
５
年
以
内

※　

教
育
資
金
の
場
合
は
、
在
学

期
間
を
限
度
と
し
て
４
年
以
内

の
元
金
据
置
期
間
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

返
済
期
間
は
最
長
９
年
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
返

済
・
ボ
ー
ナ
ス
併
用
返
済

保
証
料
率　

年
０
・
７
％
又
は

１
・
20
％

問
い
合
わ
せ
先

中
国
ろ
う
き
ん
浜
田
支
店

（
☎
�
０
４
３
１
）

税
を
考
え
る
週
間

テ
ー
マ　
税
の
役
割
と
税
務
署
の

仕
事

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日

か
ら
17
日
を「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

http://w
w

w
.nta.go.jp/

浜
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式

　

納
税
道
義
の
高
揚
な
ど
に
貢
献

し
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

日
時　
11
月
11
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会

議
室

租
税
作
品
合
同
表
彰
式

　

今
年
で
第
４
回
と
な
る
租
税
作

品
合
同
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
ゆ

め
広
場

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
27
年
分
の
年
末
調
整
の
仕

方
、
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報
告

書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
19
日
㈭

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー

ル
対
象
地
域　
浜
田
市
全
域

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
０
）

は
ま
ご
ち
・
Ａ
級
グ
ル
メ

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

観
光
関
係
者
を
対
象
と
し
た

お
も
て
な
し
入
門
講
座
を
開

催
し
ま
す

中
国
ろ
う
き
ん
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

税
務
・
納
税

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
11
月
19
日
㈭

受
付　
午
後
１
時
10
分
～
１
時
30

分
場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
（
今
市

公
民
館
）

定
員　
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
11
月
18
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

旭
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福
祉

係
（
☎
�
１
４
３
５
）

虐
待
？
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
お
電
話
を

　

あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど

も
を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に

悩
む
保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の

大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

※　

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
が

で
き
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

今
年
度
の
標
語

「
も
し
か
し
て
」　

あ
な
た
が

救
う　

小
さ
な
手

相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
１
８
９
）

・
浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待　
な
ぐ
る
・
け
る
・

た
た
く
・
投
げ
落
と
す
・
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
・
や
け
ど
を
負
わ

せ
る
・
お
ぼ
れ
さ
せ
る　

な
ど

性
的
虐
待　
子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
・
性
的
行
為
を
見
せ
る
・
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す

る　

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト　
家
の
中
に
閉
じ
込

め
る
・
食
事
を
与
え
な
い
・
ひ

ど
く
不
潔
に
す
る
・
自
動
車
の

中
に
放
置
す
る
・
重
い
病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い　

な
ど

心
理
的
虐
待　
言
葉
に
よ
る
お
ど

し
・
無
視
・
兄
弟
間
で
の
差
別

的
扱
い
・
子
ど
も
の
目
の
前
で

家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）　

な
ど

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
「
赤

ち
ゃ
ん
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
な
い

で
」

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
か

ら
と
い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
と
、

赤
ち
ゃ
ん
の
頭
（
脳
や
網
膜
）
に

損
傷
を
与
え
、
重
い
障
が
い
が

残
っ
た
り
、
命
を
落
と
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て

も
泣
き
や
ま
な
い
と
き
は
、
赤

ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に
寝
か
せ

て
、
そ
の
場
を
少
し
の
間
離
れ
、

ま
ず
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

Ｈ
Ｕ
Ｇ
！
く
む
ｃ
ａ
ｆｅ

　

保
育
現
場
で
役
に
立
つ
実
技
を

見
た
り
体
験
し
た
り
し
て
、
保
育

の
仕
事
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を

高
め
、
再
び
保
育
士
と
し
て
就
職

す
る
意
欲
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

対
象　
保
育
士（
保
母
）の
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
現
在
は
保

育
士
と
し
て
勤
め
て
い
な
い
人

内
容

・
ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
に
よ
る
保
育

現
場
で
役
立
つ
「
子
ど
も
を
引

き
付
け
る
遊
び
」

・
お
茶
と
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が

ら
参
加
者
全
員
で
「
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
」

日
時　
11
月
28
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
10
人
程
度

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
13
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.shim

ane-fjc.com
※　

子
ど
も
も
一
緒
に
参
加
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

【
〒
６
９
０
‐
０
０
１
１　

松

江
市
東
津
田
町
１
７
４
１
‐
３

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
７
・

▢FAX
０
８
５
２
�
５
９
５
６
）】

　

特
殊
詐
欺
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
）
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
、
浜
田
警
察
署

の
生
活
安
全
課
か
ら
講
師
を
招
き
、

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・

寡
婦

日
時　
11
月
29
日
㈰

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
30
人
程
度

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
20
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
本
庁
子
育
て

支
援
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

【
〒
６
９
０
‐
０
０
１
１　

松

江
市
東
津
田
町
１
７
４
１
‐
３

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

毎
年
11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

保
育
士（
再
）就
職
支
援
ミ
ニ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
支
援

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
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て

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０
・

▢FAX
０
８
５
２
�
５
９
２
１
）】

　

運
動
機
能
を
高
め
、
活
動
的
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た

め
に
次
の
２
会
場
で
教
室
を
行
い

ま
す
。

対
象　
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な
ど

の
運
動
機
能
が
低
下
傾
向
に
あ

る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
浜
田
市
民
で
、

３
か
月
間
継
続
し
て
参
加
で
き

る
人

※　

医
師
か
ら
運
動
制
限
を
指
示

さ
れ
て
い
る
人
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

※　

運
動
機
能
に
つ
い
て
は
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
参

考
に
し
ま
す
。

※　

過
去
に
、
こ
の
教
室
に
参
加

し
て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

内
容　
体
力
測
定
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
・
機
器
を
使
用
し
た
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ほ
か

料
金　
１
、
０
０
０
円
程
度

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
）

申
込
締
切
日　
11
月
30
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

問
診
な
ど
で
身
体
状
況
を
確

認
し
ま
す
。
身
体
状
況
・
教
室

の
定
員
な
ど
に
よ
り
、
お
断
り

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ン
シ
ャ
ン
！
ら
く
ら
く
筋
ト
レ

教
室

日
時　
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
毎

週
木
曜
日

午
前
９
時
15
分
～
10
時
45
分

場
所　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定
員　
10
人
程
度

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（
☎
�
９
１
２
１
）

高
齢
者
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室

日
時　
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
毎

週
水
・
金
曜
日

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
み
す
み

定
員　
12
人
程
度

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
隅
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係
（
☎
�
２
８
０
６
）

　近年、食生活の欧米化などにより大腸がんが増
加しています。この機会に検診を受けましょう。
対象者　40歳以上（浜田市に住民票がある人）
受診料　無料
検診方法及び日時　郵送法となります。次の流れ

を確認し、間違いのないようにお願いします。

①　検診会場で容器を配布します（各自治
区検診日程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票を持っている人
は、受診票に必要事項を記入の上、検診
会場へ持参してください。受診票は、会
場にも準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、２～３
週間で受診者へ送付されます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

検診の流れ

浜　田　市

受　診　者

ＪＡ島根厚生連（検査機関）

各自治区検診日程
容器配布日 受付時間 会場

金
城

10月31日㈯ 10:00～16:00 ふれあいジムかなぎ
11月１日㈰ 9:00～15:00 ふれあいジムかなぎ
11月２日㈪ 9:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課

11月４日㈬

9:00～　9:30 美又公民館（美又会館）
10:30～11:00 久佐公民館（くざ会館）
13:30～14:00 小笹集会所
15:00～15:30 小国公民館（おぐに会館）

11月５日㈭
9:00～　9:30 今福公民館（ふれあい会館）

10:30～11:00 かたらいの家
13:30～14:00 波佐公民館（ときわ会館）

弥
栄

11月18日㈬ 9:00～11:30 市役所弥栄支所市民福祉課
11月25日㈬ 9:00～11:30 老人福祉センター

三
隅

11月13日㈮ 9:00～12:00 三隅保健センター
11月14日㈯ 9:00～15:00 三隅中央会館
11月15日㈰ 9:00～14:00 三隅中央会館

11月16日㈪

9:00～10:00 松原集会所
10:30～11:00 中組集会所
11:30～12:00 谷集会所
13:30～14:00 黒沢公民館

11月17日㈫

9:00～10:00 海石集会所
10:30～11:00 白砂公民館
13:30～14:00 上室谷集会所
14:30～15:00 下室谷集会所

11月18日㈬
9:00～　9:30 みのり会館

10:00～10:30 市場集会所
※　浜田自治区の検診日程は、「広報はまだ」１月号に掲

載します。

健
康
・
福
祉

高
齢
者
運
動
機
能
向
上
教
室

を
開
催
し
ま
す

大腸がん検診を受けましょう
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子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成28年２月29日㈪まで
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　江木医院　11月27日㈮　17:00～19:00
※　前日までに予約が必要です。
【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

金
城11月４日㈬

9:00～　9:30 波佐公民館（ときわ会館）
10:00～10:20 小国公民館（おぐに会館）
10:45～11:00 かたらいの家
11:30～12:00 久佐公民館（くざ会館）
13:30～14:00 今福公民館（ふれあい会館）
14:30～14:50 小笹集会所

旭11月９日㈪

9:00～　9:20 市木生活改善センター
9:50～10:10 都川高齢者活動促進センター

10:40～11:40 旭保健センター
13:15～13:35 重富生活改善センター
14:00～14:15 木田生活改善センター

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び

クーポン券が送付された人
※　予約が必要です
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　（☎�７７００）
申込受付時間　10:00～12:00・14:00～16:00

実施期間
平成28年２月26日㈮まで
毎週火・水（第３を除く）・金曜日
検診当日受付時間　14:00～14:30

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田11月29日㈰

9:00～11:30
市役所本庁第２東分庁舎南会議室

13:00～15:00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を

受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田11月12日㈭

9:00～10:00 ラ・ペアーレ浜田
13:00～13:30 田橋児童館

三
隅

11月19日㈭ 9:00～11:30 三隅保健センター

11月25日㈬
8:30～　9:30 海石集会所

10:30～11:00 市役所三隅支所
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受

診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上で次のいずれかに該当する人
　①喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の人
　②６か月以内に血痰があった人

実施日 受付時間 会　場

浜
田11月16日㈪

8:30～　9:10 浜田公民館
9:40～10:20 石見公民館

11:10～11:30 国府公民館
13:00～13:20 美川公民館
13:50～14:20 周布公民館
14:50～15:20 長浜公民館

金
城

11月17日㈫

9:00～　9:20 みどりかいかん
9:50～10:10 美又公民館（美又会館）

10:40～11:10 久佐公民館（くざ会館）
13:00～13:20 今福公民館（ふれあい会館）
13:50～14:10 かたらいの家
14:40～15:10 小笹集会所

11月18日㈬
10:25～10:45 小国公民館（おぐに会館）
11:00～11:15 波佐公民館（ときわ会館）

旭11月18日㈬

7:30～　8:00 旭保健センター
8:15～　8:25 木田生活改善センター
8:40～　8:50 重富生活改善センター
9:20～　9:30 市木生活改善センター
9:45～　9:55 都川高齢者活動促進センター

三
隅

11月19日㈭ 8:30～10:00 三隅保健センター

11月20日㈮
9:00～　9:15 岡見漁業振興会館
9:30～　9:45 海石集会所

11月24日㈫

9:00～　9:20 三保公民館
10:00～10:20 みのり会館
10:50～11:10 市役所三隅支所
11:30～11:50 岡見公民館
13:30～13:50 黒沢公民館
14:10～14:30 白砂公民館

　12月以降のがん検診の日程は、「平成27年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種

がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

11月各種がん検診の日程
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
の
就
職
支
援
と
し

て
就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
直
接

仕
事
の
内
容
や
職
場
環
境
な
ど
に

つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈫

午
後
１
時
～
４
時

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

事
業
所
と
の
面
談
会　
　

参
加
予
定
18
事
業
所

各
種
相
談
会　

○
職
業
相
談
・
評
価
（
島
根
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
）

○
職
業
訓
練
（
島
根
県
立
西
部
高

等
技
術
校
）

○
職
場
実
習
の
あ
っ
せ
ん
、
就
職

後
の
定
着
指
導
、
生
活
支
援

（
浜
田
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
レ
ン
ト
）

○
発
達
障
が
い
が
あ
る
人
の
相
談

全
般
（
島
根
県
西
部
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
イ
ン
ド
）

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

（
☎
�
８
６
０
９
）

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成27

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。
・市役所本庁１階地域医療対策課10番窓口及び各支

所市民福祉課・各公民館にもあります。
※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよう

な服装で受診してください。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課保健予防係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

【　浜　田　】
日 時間 会　場 日 時間 会　場 日 時間 会　場

２
日
㈪

10:00～10:10 大麻公民館

５
日
㈭

9:00～　9:30 俵薬局前

10
日
㈫

9:00～　9:10 長見町２町内公民館
10:25～10:35 陽光台集会所 9:45～10:00 瀬戸見文化センター 9:20～　9:30 石見公民館長見分館
10:55～11:05 ＪＦしまね浜田支所津摩出張所 10:20～10:40 紺屋町ふれあい広場 10:00～10:10 西岡公民館
11:15～11:25 門田地区公民館 11:00～11:30 琵琶町集会所 10:20～10:30 石見公民館細谷分館
13:00～13:15 周布公民館 13:15～13:35 医師会館前 10:45～10:55 三階町東岡公民館
13:25～13:40 日脚児童館 13:45～14:15 浜田公民館 11:10～11:20 三階町５町内公民館
13:55～14:05 長浜商港会館 15:00～15:30 浜田保健所 13:00～13:10 野原２町内公民館
14:20～14:30 長浜公民館 15:45～16:00 環境保健公社 13:20～13:30 総合福祉センター
14:45～14:55 柴田畳店前

６
日
㈮

9:00～　9:10 後野８町内公民館 13:40～13:50 竹迫４町内集会所

４
日
㈬

9:00～　9:10 福井集会所 9:25～　9:35 後野４町内公民館 14:10～14:40 石見公民館
9:20～　9:30 小福井団地集会所 9:50～10:00 石見公民館佐野分館 15:00～15:10 笠柄３町内集会所前
9:40～10:00 石原集会所 10:15～10:25 石見公民館宇津井分館 15:25～15:35 浜田浄化センター前

10:10～10:20 松本克己様宅前（内田町） 10:45～10:55 河内集会所 16:00～16:10 内職市場青川倉庫
10:30～10:40 美川公民館 11:10～11:30 ラ・ぺアーレ浜田

12
日
㈭

13:30～13:40 桜ケ丘警察官宿舎横
10:50～11:00 一の瀬集会所 13:00～13:15 浜田ビューティーカレッジ 13:55～14:05 ホワイト急便神在坂店前
11:10～11:20 草森勝美様宅前（鍋石町） 13:25～13:40 緑ヶ丘相談室 14:15～14:25 長沢２町内児童館
13:00～13:10 櫟田原公民館 13:50～14:05 県営住宅黒川団地

４の３町内集会所
14:35～14:50 二反田団地集会所

13:20～13:30 田橋上町内集会所 15:00～ 15:15 生湯町４町内会集会所
13:40～13:50 美川公民館西分館 14:15～14:25 靴のまつむら駐車場 15:25～15:35 生湯町３町内公民館
14:00～14:10 横山老人肉用牛センター 15:45～15:55 めさまし食堂看板前

14:30～14:40 三浦和人様宅前
（内村町牛谷公民館横）

【　旭　】
日 時間 会　場 日 時間 会　場 日 時間 会　場

12
日
㈭

9:00～　9:10 丸原寺廻り集会所

13
日
㈮

9:00～ 　9:10 本郷生活改善センター 13
日
㈮

13:20～ 13:30 都川高齢者活動促進センター
9:20～　9:30 丸原センター 9:25～ 　9:35 戸川生活改善センター 13:40～ 13:50 西都川集会所
9:45～　9:55 しろつの生活センター 9:50～ 10:00 岩畳生活改善センター 14:10～ 14:20 坂本構造改善センター

10:10～10:20 木田生活改善センター 10:15～ 10:30 越木多目的集会所
10:40～10:50 重富生活改善センター 10:50～ 11:00 来尾集会所
11:10～11:20 和田生活改善センター 11:20～ 11:40 早水生活改善センター
11:40～12:00 旭保健センター 13:00～ 13:10 東都川集会所

11月結核レントゲン検診の日程

障
害
者
就
職
面
談
会
を

開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
対
象

に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
対
し
、

９
月
上
旬
に
平
成
27
年
度
市
民
税

非
課
税
の
お
知
ら
せ
に
併
せ
て
、

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
給
す
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
に
記
載
の

給
付
対
象
者
が
給
付
金
を
受
け
る

資
格
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒（
切
手
不
要
）

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
が
お
手
元
に
届

か
な
い
人
で
、
自
身
が
臨
時
福
祉

給
付
金
の
給
付
対
象
に
な
る
と
思

わ
れ
る
人
は
、
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

を
持
参
の
上
来
庁
し
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在

で
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

次
の
条
件
を
満
た
す
人
（
た
だ

し
、生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
）

・
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
非
課

税
の
人

・
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
な

ど
に
な
っ
て
い
な
い
人

申
請
締
切
日　
12
月
１
日
㈫

給
付
額　
給
付
対
象
者
１
人
に
つ

き
６
、
０
０
０
円

給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
の
現
金
自
動
預
け

払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
臨

時
福
祉
給
付
金
の
給
付
の
た
め
、

手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る

こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

・
臨
時
福
祉
給
付
金
受
付
窓
口

【
市
役
所
本
庁
地
下
１
階
地
階

会
議
室
（
☎
�
１
９
７
０
）】

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
の
在
宅
生
活
を
し
て

い
る
人
で
、
身
体
又
は
精
神
に
著

し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る

場
合
や
、
病
院
に
継
続
し
て
３
か

月
以
上
入
院
し
て
い
る
場
合
は
支

　介護予防とは、介護を必要とする状態になる
ことを防ぎ、たとえ介護が必要になっても悪化
しないよう改善を目指すことです。
　若いときからのバランスの良い食生活や運動
習慣、社会交流などの生活習慣を整えることが
介護予防につながり、健康寿命を延ばします。
そして、もう年だからと諦めず、積極的に活動
し、いつまでもはつらつとした生活を送り、健
康寿命を延ばしましょう。
健康寿命を延ばすための６つのポイント
運動
　たとえ高齢期でも、体を動かすことで血液循
環の改善、筋肉のしなやかさ・強化など、運動
器の機能は向上させることができます。積極的
に体を動かして筋力をアップさせましょう。
栄養
　高齢期は食が細くなりやすいので、魚や肉な
どのたんぱく質を積極的にとり、バランスの良
い食事を心掛けましょう。また、高齢期は体の
半分しか水分が無く、すぐに脱水症状をおこし
やすいため、こまめに水分をとりましょう。
口腔
　高齢期は歯の数や唾液分泌の減少、飲み込む
機能の衰えから虫歯や歯周病だけでなく、誤嚥・
肺炎・窒息・低栄養などの危険が高まります。

口腔ケアとともに口腔機能の向上に努めましょ
う。
認知症予防
　「軽度認知障害（ＭＣＩ）」は、認知症の前段
階といわれ、この段階で適切に対処すれば認知
症への進行を抑制できるといわれています。物
忘れが気になる人は、早めにかかりつけ医に相
談しましょう。
社会交流
　閉じこもりの生活は、食欲・筋力・免疫力の
低下や感染症にかかりやすいなどの悪循環につ
ながります。仕事や家庭・地域での役割りや楽
しみを持ち、生きがいのある生活をしましょう。
心の健康
　高齢期は、老化や病気、配偶者や友人との死
別、退職など高齢期特有の喪失感から、うつ状
態になることがあります。ひとりで悩み、無理
に解決しようせず、相談相手を見付けたり、か
かりつけ医に相談したりしてみましょう。

（本庁健康長寿課）

介護予防が健康寿命を延ばす！

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

ご
存
知
で
す
か
？

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
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地
域
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性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
月
額　
２
６
、
６
２
０
円

支
給
月　

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
の
人
で
、
身
体
又
は

精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る

場
合
や
、
障
が
い
を
理
由
と
し
た

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
月
額　
１
４
、
４
８
０
円

支
給
月　

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
や
、
障
が
い
を

理
由
と
し
た
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

支
給
月
額

１
級
５
１
、
１
０
０
円

２
級
３
４
、
０
３
０
円

支
給
月　
４
月
・
８
月
・
11
月

※　

障
が
い
の
程
度
が
手
当
の
対

象
に
な
る
か
は
、
医
師
が
証
明

し
た
指
定
の
診
断
書
を
も
と
に

判
定
を
行
い
ま
す
。

※　

本
人
、
配
偶
者
又
は
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

※　

障
が
い
の
程
度
、所
得
制
限
、

手
続
の
方
法
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

来
年
４
月
１
日
に
障
害
者
差
別

解
消
法
と
改
正
障
害
者
雇
用
促
進

法
が
施
行
に
な
る
こ
と
か
ら
、
障

が
い
者
差
別
や
差
別
解
消
の
取
組

な
ど
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を

高
め
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修

室
講
演
Ⅰ

演
題　
映
画
「
ゆ
ず
り
葉
」
に
こ

め
ら
れ
た
思
い

講
師　
貴
田
み
ど
り
さ
ん（
女
優
）

講
演
Ⅱ

演
題　
障
が
い
者
差
別
と
は
何
か

～
知
ら
な
い
で
は
す
ま
さ
れ
な

い
～

講
師　
藤
井
克
徳
さ
ん
（
日
本
障

害
者
協
議
会
代
表
）

定
員　
先
着
１
５
０
人

※　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

申
込
者
氏
名
・
申
込
人
数
・
連

絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
磁

気
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

点
字
・
録
音
・
拡
大
資
料
を
配

布
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・

▢FAX
�
９
３
３
５
）

Em
ail:sanka@

bd-iw
am

i.org

　

介
護
の
現
場
へ
就
職
を
希
望
す

る
人
で
、
も
う
一
度
、
介
護
技
術

の
基
本
を
学
び
直
し
た
い
皆
さ
ん

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ

ー
終
了
後
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設

な
ど
で
職
場
体
験
も
で
き
ま
す
。

対
象

・
介
護
分
野
の
有
資
格
者
で
、
こ

　

浜
田
圏
域
障
が
い
者
就
労
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
㈮

午
後
１
時
～
４
時
30
分

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
階
４
０
１

研
修
室

演
題　
企
業
戦
力
と
な
る
障
害
者

雇
用
の
在
り
方
～
雇
用
管
理
と

支
援
機
関
と
の
関
わ
り
～

講
師　
四し

王お
う

天で
ん

正ま
さ

邦く
に

さ
ん
（
㈱
三

越
伊
勢
丹
ソ
レ
イ
ユ
代
表
取
締

役
社
長
）

※　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田
か
ら
、

助
成
金
・
雇
用
率
・
浜
田
管
内

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

も
あ
り
ま
す
。

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
レ
ン
ト

（
☎
・
▢FAX
�
４
１
４
１
）

れ
か
ら
介
護
の
職
場
で
就
業
を

希
望
す
る
人

・
福
祉
・
介
護
分
野
の
事
業
所
で

働
い
て
い
た
経
験
の
あ
る
人

（
資
格
の
な
い
人
も
可
）

内
容

・
介
護
の
基
本
的
理
解

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

・
介
護
技
術
の
基
礎
（
移
動
・
移

乗
・
排
泄
）

日
時　
11
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

定
員　
20
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
12
日
㈭

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
持
参
又
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
島
根
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
石
見
分
室
に
あ
り

ま
す
。

※　

保
育
所
一
時
預
か
り
費
用
の

助
成
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
【
〒
６
９
７
‐
０
０
１

６　

浜
田
市
野
原
町
１
８
２
６

‐
１
（
☎
�
９
３
４
０
）】

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

障
が
い
者
の
権
利
を
考
え
る

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

介
護
の
仕
事
・
学
び
直
し

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
視
覚
・
聴
覚

に
障
が
い
の
あ
る
人
へ
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

目
の
不
自
由
な
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

・
点
字
図
書
、
録
音
図
書
・
雑
誌

（
図
書
や
雑
誌
の
内
容
を
Ｃ
Ｄ

又
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音

し
た
も
の
）
の
郵
送
に
よ
る
貸

出
し
（
郵
送
料
無
料
）

・
各
種
文
書
（
製
品
の
取
扱
説
明

書
・
契
約
書
・
手
紙
な
ど
）
の

朗
読
、
録
音
、
点
訳
、
代
筆

・
歩
行
訓
練
、生
活
訓
練
（
掃
除
・

洗
濯
・
料
理
な
ど
）、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練（
点
字
触
読
・

パ
ソ
コ
ン
利
用
）

耳
の
不
自
由
な
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

・
字
幕
（
手
話
）
入
り
映
像
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
出
し

（
郵
送
の
場
合
、
返
却
時
の
郵

送
料
は
有
料
）

・
電
話
連
絡
な
ど
の
お
手
伝
い

（
手
話
・
筆
談
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
な
ど
で
用
件
を
聞
き
、
そ
れ

を
電
話
な
ど
で
相
手
に
伝
え
る

な
ど
）

共
通
サ
ー
ビ
ス

・
広
報
誌
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

・
学
習
・
交
流
機
会
の
提
供

・
視
聴
覚
障
が
い
者
用
機
器
・
用

具
の
展
示
、
貸
出
し
、
紹
介
、

斡
旋

・
各
種
相
談

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・

▢FAX
�
９
３
３
５
）

Em
ail:info@

bd-iw
am

i.org
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
27
年
１
月

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

と
、
い
つ
で
も
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
自
身

の
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ

ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

※　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

　

松
江
地
方
法
務
局
及
び
島
根
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11

月
16
日
㈪
か
ら
22
日
㈰
ま
で
の
７

日
間
を
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

設
定
し
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
、

周
り
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞

き
し
た
と
い
う
人
は
、
気
軽
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０

期
間　
11
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
～
午
後
５
時
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

・
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
平

成
28
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

※　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送

付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

保
険
・
医
療
・
年
金

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
を

発
行
し
ま
す

人
権

11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相

談
を
行
い
ま
す
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全
安
心
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業

地
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活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

・
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

11
月
12
日
㈭
か
ら
25
日
㈬
ま
で

の
２
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

身
体
的
暴
力
に
限
ら
ず
、
精
神
的

暴
力
・
経
済
的
暴
力
・
性
的
暴
力
・

社
会
的
暴
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴

力
が
含
ま
れ
ま
す
。
ど
ん
な
形
で

あ
っ
て
も
、
暴
力
は
相
手
の
尊
厳

を
傷
つ
け
、
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
る
と
と
も
に
子
ど
も
に
も
深
刻

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
中
・
高
校
生
や
大
学
生

な
ど
若
い
カ
ッ
プ
ル
間
で
起
き
る

Ｄ
Ｖ
を
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
い
い
、
若

年
層
へ
の
啓
発
活
動
も
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
者
を
な
く
し
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
し
な
い
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し
く
理
解
し
、

Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受
け
た
ら
…

　

話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
で
相
談

す
る
こ
と
を
助
言
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
か
な
と
思
っ
た
ら
…

　

相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま

す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓

口
（
☎
�
３
４
３
４
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

金
城
自
治
区
内
の
公
民
館
を
巡

回
し
、
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
・
場
所

11
月
18
日
㈬

・
午
後
２
時
～
３
時
30
分

雲
城
公
民
館

11
月
19
日
㈭

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

小
国
公
民
館

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

今
福
公
民
館

演
題　
み
ん
な
同
じ
人
間
だ
も
の

人
の
痛
み
が
わ
か
る
人
間
に
な

ろ
う

講
師　
藤
井
妙
法
さ
ん

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
金
城
分
室

（
☎
�
１
２
３
７
）

　

近
年
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
は
じ

め
、
い
じ
め
の
問
題
や
児
童
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

事
件
の
多
発
や
、
フ
リ
ー
タ
ー
や

ニ
ー
ト
の
若
者
の
数
が
多
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
国
で

は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
11

月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
・
地

域
社
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
支

援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

教
育
資
金
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
へ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
国

の
教
育
ロ
ー
ン
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、入
学
資
金
だ
け
で
な
く
、

在
学
資
金
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
高
校
・
短
大
・
大
学
・
専

修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
入

学
さ
れ
る
人
や
在
学
し
て
い
る

人
の
保
護
者
な
ど

※　

子
ど
も
の
人
数
に
よ
り
、
所

得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内
（
外
国
の

短
大
・
大
学
な
ど
に
１
年
以
上

留
学
す
る
場
合
は
４
５
０
万
円

以
内
）

利
率　
年
２
・
15
％
（
交
通
遺
児

家
庭
又
は
母
子
家
庭
・
父
子
家

庭
の
人
は
１
・
75
％
）

※　

利
率
は
平
成
27
年
８
月
12
日

現
在
（
固
定
金
利
）
で
す
。

返
済
期
間　
15
年
以
内
（
交
通
遺

児
家
庭
又
は
母
子
家
庭
・
父
子

家
庭
の
人
は
18
年
以
内
）

元
金
据
置
期
間　
在
学
期
間
内

※　

在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の

返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

元
金
据
置
期
間
は
返
済
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
。

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

※　

ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
（
融

資
額
の
２
分
の
１
以
内
）
も
で

き
ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５

６
）

【
つ
な
が
ら
な
い
場
合
】

（
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６

５
６
）

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　

午
前

９
時
～
午
後
９
時

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５

時

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
で
す

金
城
自
治
区
公
民
館
巡
回

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す
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年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
待
ち
に
待

っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。
今
年
も
、
外
国
か
ら

来
た
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
一

緒
に
外
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
気
分

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生

日
時　
12
月
５
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
す
ま

い
る
（
松
原
町
）

定
員　
30
人

参
加
費　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
２
日
㈬

　

在
住
外
国
人
の
日
本
語
学
習
の

充
実
を
図
る
た
め
、
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

が
あ
る
人
、
こ
れ
か
ら
活
動
し
た

い
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　
12
月
６
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

講
師　
澤
田
幸
子
さ
ん
（
海
外
産

業
人
材
育
成
協
会
関
西
研
修
セ

ン
タ
ー
日
本
語
講
師
）

定
員　
40
人

参
加
費　
５
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
締
切
日　
12
月
１
日
㈫

　

浜
田
国
際
交
流
協
会
で
は
、
島

根
県
立
大
学
の
留
学
生
の
皆
さ
ん

に
日
本
で
の
年
末
年
始
を
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
末
か
ら
１
月
の
初
め
に
か

け
て
、
１
日
（
日
帰
り
）
又
は
１

泊
の
予
定
で
留
学
生
を
自
宅
に
招

待
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
12
月
11
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

　

中
国
の
家
庭
料
理（
ニ
ラ
餃
子
・

中
華
風
卵
ス
ー
プ
・
ピ
ー
マ
ン
と

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
中
華
炒
め
）
を
国

際
交
流
員
の
董と

う

茜せ
ん

さ
ん
と
一
緒
に

作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
12
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
15
人

参
加
費

高
校
生
以
上　

５
０
０
円

小
・
中
学
生　

２
５
０
円

未
就
学
児　
　

無
料

（
会
員　
　
　

２
５
０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
９
日
㈬

笹田美海さん（長浜町）

水泳：男子100m自由型（中学生）第１位
　阿瀬川和茉さん（第三中３年：写真左から２人目）
水泳：男子50m自由型（小学生５・６年）第３位
　三浦元暉さん（三隅小５年：写真左）
陸上：女子走高跳　第１位
　尾﨑千里さん（国府小６年：写真右）

　全国大会への出場、全国大会での入賞の報告
で訪問された皆さんを紹介します。

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
・
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
受
入
先
家
庭
の
募
集

董
茜
の
中
華
料
理
教
室

～
中
国
の
家
庭
料
理
を

　
　
　
　

作
り
ま
し
ょ
う
～

全国大会出場
おめでとうございます

全国大会入賞おめでとうございます

太陽生命カップ2015
第６回全国中学生

ラグビーフットボール大会
（茨城県：９月19日～21日）

日清食品カップ
全国小学生

陸上競技交流大会
（神奈川県：８月21日・22日）

Ｂ＆Ｇ全国ジュニア
水泳競技大会

（東京都：８月17日）



市長日記元気な浜田をつくります （平成27年９月）
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㈱デルタ・シー・アンド・エスが雲南工
場の新設及び浜田工場の増設について島
根県企業立地計画の認定を受け、覚書に
調印しました（９月11日）

矢原川ダム建設事業に伴う基本協定書に調印
しました（９月８日）

浜田でコーヒーを楽しむ会シンポジウムに出
席しました（９月12日）

今年度100歳を迎えられた岡本政男さん
（金城町）を訪問し、長寿をお祝いし
ました（９月15日）

総務省及び厚生労働省へ、簡易水道と上
水道の統合後の財政支援措置に関する要
望を行いました（９月18日）

島根県立大学石見神楽サークルが主催し
た学生神楽祭に出席しました（９月20日）

島根県農業協同組合いわみ中央地区
本部から、交通事故防止機器の寄贈
を受けました（９月24日）

山陰自動車道建設促進島根県民総決起大会に
出席しました（９月26日）

三重県松阪市から、松阪市・浜田市友好の会
の皆さんが浜田市を訪問されました
（９月30日）

兵庫県西宮市の大手前大学で開催された
地域活性学会第７回研究大会で意見発表
しました（９月５日）

市内各所で行われた敬老会に出席しました
（写真は弥栄自治区：９月23日）

偕生園で行われた敬老会に出席しました
（９月16日）
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　９月29日㈫、今福地区合同交通安全啓発キャンペーンがＪＡ
しまね金城支店駐車場付近で行われました。これは、秋の全国
交通安全運動の一環として、交通安全協会金城支部今福分会と
今福自治会連合会が行ったものです。
　当日は、今福小学校５・６年生８人が「安全運転をお願いし
ます」と声を掛けながらチラシやグッズをドライバーに渡し、
交通安全を呼び掛けました。ドライバーの皆さんは、「ありが
とう。気を付けて運転します」と笑顔で答えていました。

安全運転をお願いします

踊りに使われる小道具を作成しました

海の眺めを楽しみながら歩く参加者

熱心に指導する千葉すずさんと山本貴司さん

　９月28日㈪、小坂いきいきサロンが小坂集会所で行われまし
た。このサロンは、心や身体の健康づくりや仲間づくりをしよ
うと、毎月１回、地域の高齢者が集まって開催しているもので
す。
　この日は、小坂自治会が60年振りに復活させようとしている
小芝居「団七」の踊りで使われる小道具の脚絆・手甲などを作
成しました。参加者は、60年前に実際に踊られていた様子など
を話しながら、得意な手芸を生かして楽しく取り組んでいまし
た。

　９月27日㈰、合併10周年記念ウォーキング大会の１つ、海山
ウォーキングが開催されました。これは、岡見・三保・白砂の
３公民館が合同で開催したもので、白砂公民館をスタートし三
保公民館までの４㎞と、岡見公民館までの７㎞のコースで行わ
れました。
　岡見公民館では、地元の子供神楽社中による舞いが上演され、
ゴールした皆さんにおにぎりと豚汁が振る舞われました。絶好
のウォーキング日和の中、参加者は美しい海岸線や里山の風景
と参加者同士の交流を楽しんでいました。

　９月27日㈰、2015すずスイムクリニックがアクアみすみで開
催されました。この教室は、アクアみすみイベントアドバイザー
の千葉すずさんとアテネオリンピック銀メダリストの山本貴司
さん夫婦を講師に招き、世界の舞台で活躍された一流の技術を
学びながら、水泳をより楽しんでもらおうとアクアみすみが企
画したものです。
　参加者は、クロールやバタフライの模範泳法をお手本に、２
人から年齢や習熟度に応じた適切なアドバイスを受けながら、
練習に励んでいました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

交通事故のない安全な町を目指して
～　今福地区合同交通安全啓発キャンペーン　～

かなぎ

楽しみながら小道具作成をお手伝い
～　小坂いきいきサロン　～

やさか

さわやかな秋風を感じながら歩く
～　海山ウォーキング　～

みすみ

世界レベルの泳ぎを学ぶ
～　2015すずスイムクリニック　～

みすみ
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晴天のもとウォーキングを楽しむ

バンド演奏を楽しむ来場者

白熱した試合を展開

たわわに実った梨に手を伸ばす児童

　９月27日㈰、合併10周年記念ウォーキング大会の１つ、あさ
ひ健康ウォークin都川が開催され、81人が参加しました。
　この日は、コースの見どころを記載した地図とこの季節に見
られる草花の写真が配布され、ウォーキングを楽しみました。
途中に設けられた各ポイントでは、自然や伝統・文化などの説
明や、旭町出身者の版画の展示も行われました。参加者は、さ
わやかな秋空のもと、日本の棚田百選に選ばれた棚田など自然
豊かな風景を楽しみながら、心地よい汗を流しました。

　９月26日㈯、お月見の会が石正美術館で開催されました。こ
のイベントは、毎年、中秋の名月の頃に行われており、今年で
13回目となりました。
　この日は、浜田市を中心に活動しているバンド「もんてにゅ
う」による野外ライブが行われ、来場者は演奏される音楽に聴
き入っていました。また、このイベントに合わせて、ふだんよ
り遅い時間まで展示室を開き、ゆっくりと鑑賞することができ
ました。回廊にはお茶席も用意され、来場者は夜空に輝く満月
と音楽・美術を満喫していました。

　９月21日㈷・22日㈷、中学生軟式野球選手権浜田大会「はま
だＣＵＰ」が浜田市野球場及び旭公園市民野球場で行われまし
た。この大会は、中学校野球部を引退した３年生が高校に入学
するまでの間、野球ができる環境をつくり、野球を通して選手
同士の親睦を図ることを目的に開催されたものです。
　当日は、県内外から６チームが参加し、浜田市からは市内の
各中学校の３年生で結成した「浜田シニアクラブ」が出場しま
した。結果は惜しくも第２位でしたが、チーム一丸となり白熱
した試合を繰り広げました。

　９月15日㈫、今市小学校４年生12人が山ノ内梨園（旭町木田）
で、赤梨「豊水」の収穫作業を体験しました。今市小学校は、
同農園の梨の木２本のオーナーになっており、春には授粉や摘
果作業を行いました。
　児童たちは、生産者から収穫できる実を色で見分ける方法や
収穫ばさみの使い方を教えてもらい、踏み台に乗って梨を下か
ら持ち上げながら丁寧に収穫しました。約300個を収穫した児
童たちは、もぎたての梨を頬張り、「おいしい」と顔を綻ばせ
ていました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

都川の棚田や神社を巡る
～　あさひ健康ウォークin都川　～

あさひ

中秋の名月と音楽・美術を楽しむ
～　石正美術館　お月見の会　～

みすみ

各学校の枠を超えたチームが一つになって
～　中学生軟式野球選手権浜田大会「はまだＣＵＰ」　～

はまだ

特産の赤梨収穫「甘くておいしい」
～　今市小学校　梨の収穫体験　～

あさひ
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飲み比べを楽しむ参加者

紺屋町広場の三浦義武さんの功績を称える記念碑

取組の成果を発表する市川さん

　８月29日㈯、インターンシップ美又地区活動報告会が美又公
民館で開催されました。この報告会は、島根県中山間地域研究
センターが実施するインターンシップに参加した筑波大学４年
生の市川紗矢香さんが、美又地区に１か月間滞在して地域づく
りについて学んだ成果を地域の人に発表したものです。
　市川さんは、美又地区が取り組んでいる「地域まるごと６次
産業化」などを学び感じたことを発表され、最後に地域の人へ
「にぎわい・ふれあいは人がつくり、地域の人が楽しく生きる
ことが大切」とメッセージが送られました。

山頂の大パノラマを楽しむライダーたち

　９月12日㈯・13日㈰、浜田でコーヒーを楽しむ会が開催され
ました。このイベントは、日本コーヒー文化学会が世界に先駆
けて缶コーヒーを開発した三浦義武さんの功績を称えて、「コー
ヒーの薫るまちづくり」を発信していくことを目的に開催した
ものです。
　12日㈯は島根県立大学でシンポジウムが、13日㈰には三浦さ
んの生家跡（三隅町）や紺屋町にあったコーヒー店の跡地など
ゆかりの地を巡る現地見学会が行われ、三浦さんを顕彰する記
念碑の除幕式も行われました。

　９月12日㈯、中四国どぶろく交流大会が弥栄ふるさと体験村
で開催されました。これは、しまね弥栄どぶろく振興会が、中
国地方初のどぶろく特区の認定を受けて10周年を迎えたことを
記念し開催したものです。
　交流大会には、中国・四国地方の８つのどぶろく製造業者を
はじめ愛飲家など約70人が参加し、どぶろくを通じた都市農村
交流など10年の歩みも紹介され、親睦を深めました。会場には、
全国各地のどぶろく33銘柄が並び、弥栄の食材を活かした料理
とともに参加者の舌を楽しませていました。

　８月23日㈰、金城オートバイ神社inバイク大祭が堂床山山頂
で開催されました。この催しは、かなぎウエスタンライディン
グパークとオートバイ組合中四国ブロックが共同で開催したも
ので、中・四国地方からオートバイ約100台が集結しました。
　当日は、澄み切った青空のもと、中国山地の山並みや日本海
が一望できる大パノラマを眺めながら、ライダー同士の交流を
深めていました。また、麓のライディングパークでは、施設で
就労訓練している障がい者による乗馬ショーも披露されました。

♥Town Topicsまちのわだい

全国のどぶろくを飲み比べ
～　中四国どぶろく交流大会　～

やさか

コーヒーの薫るまちづくり
～　浜田でコーヒーを楽しむ会　～

はまだ

地域の人が楽しく生きることが大切
～　インターンシップ美又地区活動報告会　～

かなぎ

堂床山に100人のライダーが終結
～　金城オートバイ神社inバイク大祭　～

かなぎ
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総
合
政
策
学
部
３
年　
原
奈
津
美

　
「
岩
手
の
魅
力
を
知
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
主
に
語
り
部
さ
ん

や
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
１
年
半
前
に
１
度
訪

れ
た
こ
と
の
あ
る
被
災
地
の
現
在
、

現
地
の
皆
さ
ん
が
今
求
め
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
も
、
私
は
目
的

の
１
つ
と
し
て
い
ま
し
た
。
被
災
地

の
皆
さ
ん
は
復
旧
作
業
な
ど
、
目
に

見
え
る
直
接
的
な
何
か
を
求
め
て
お

ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
私
の
考
え
に

反
し
て「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

「
ま
た
来
て
ね
」
と
、
ど
の
地
域
に

お
い
て
も
私
た
ち
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

形
と
し
て
存
在
す
る
食
文
化
や
景

色
は
魅
力
的
で
す
が
、
目
に
は
見
え

な
い
人
柄
や
優
し
さ
、
お
も
て
な
し

の
心
も
そ
の
土
地
の
魅
力
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
実
感
し
、
岩
手
県
の
魅
力

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
地
元
で
あ
る
島
根

県
の
魅
力
と
は
何
だ
ろ
う
、「
ま
た

行
き
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
う
に
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
地
域
活
性
化

の
視
点
か
ら
も
真
剣
に
考
え
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
防
災
意
識
に
つ
い
て
も
、

岩
手
県
で
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
「
つ

な
み
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
い
「
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
教
育

が
徹
底
し
て
根
付
い
て
い
ま
す
。
月

に
１
回
防
災
訓
練
を
行
い
、
災
害
時

に
は
小
学
生
が
自
分
た
ち
の
判
断
で

逃
げ
、
犠
牲
者
が
出
な
か
っ
た
例
も

聞
き
、
防
災
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

今
回
の
経
験
か
ら
、
学
生
に
も
で

き
る
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

や
防
災
意
識
の
重
要
性
、
岩
手
県
の

持
つ
魅
力
な
ど
、
私
に
し
か
発
信
で

き
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
身
近
で
あ
る
学
生
か
ら
、

そ
し
て
地
元
の
皆
さ
ん
へ
も
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
。

　

８
月
17
日
㈪
に
投
票
が
始
ま
り
ま

し
た
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
５
」。
島
根
県
立
大
学
の
こ

と
を
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本
学
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
オ
ロ
リ
ン
」

が
今
回
初
め
て
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ

ラ
ン
プ
リ
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
。
９
月
23
日
㈷
の
中
間
発
表
で
オ

ロ
リ
ン
は
、
総
合
３
５
７
位
、
企
業
・

そ
の
他
部
門
１
１
４
位
と
な
り
ま
し

た
。

　

投
票
期
間
は
、
11
月
16
日
㈪
午
後

６
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
の
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

投
票
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
か

ら
１
日
１
回
で
き
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と

投
票
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
オ
ロ

リ
ン
に
皆
さ
ん
の
１
日
１
票
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
図
書

館
運
営
を
手
伝
う『
学
生
図
書
委
員
』

が
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
月
単
位
で
入
れ
替

え
る
「
お
す
す
め
本
の
展
示
」、
書

店
へ
行
っ
て
選
書
を
す
る
「
ブ
ッ
ク

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
」、
本
の
プ
レ
ゼ
ン

を
し
て
競
い
合
う
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
で
す
。

現
在
は
11
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
は
、「
大
学
図
書
館
学
生
協

働
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
下
関
市

の
梅
光
学
院
大
学
で
行
わ
れ
、
日
頃

の
活
動
報
告
と
他
大
学
学
生
と
の
交

流
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
利

用
者
全
員
を
対
象
に
し
た
「
読
書
マ

ラ
ソ
ン
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

開
催
の
際
は
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

学
生
図
書
委
員
ブ
ロ
グ

http://am
eblo.jp/gakuseitosho/

①
第
二
回　
旧
那
賀
郡
木
田
村
（
現

浜
田
市
旭
町
木
田
）
が
生
ん
だ
二

人
の
傑
物
～
服
部
之
総
～ 

日
時　
11
月
11
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
飯
田
泰
三
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
名
誉
教
授
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

②
地
域
資
源
と
し
て
の
匹
見
わ
さ
び

復
活
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て

日
時　
12
月
２
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
安
藤
達
夫
さ
ん
（
匹
見
ワ
サ

ビ
生
産
グ
ル
ー
プ
「
葵
屋
」）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

③
「
判
断
力
」
は
い
か
が
？

日
時　
12
月
９
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
村
井
洋
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

教
授
）

会
場　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階
多

目
的
演
習
室

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６)

※

詳
し
く
は
、
公
開
講
座
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
又
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

シンポジウムで活動報告を
行う学生図書委員

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
学
生
の
感
想
を

掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
２
０
４
）
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vol.145
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

い
わ
て
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｔ

「
夏
銀
河
２
０
１
５
」へ
の
参
加

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
５
出
場
中

『
学
生
図
書
委
員
』が
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
活
動
中

公
開
講
座
の
ご
案
内
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日
本
画
家
・
石
本
正
（
95
歳
）
は
、

70
年
以
上
も
の
長
い
年
月
、
常
に
心

を
ふ
る
わ
せ
る
感
動
を
作
品
の
中
に

描
い
て
き
ま
し
た
。
彼
を
感
動
さ
せ

る
も
の
は
、た
と
え
同
じ
も
の
で
あ
っ

て
も
目
に
す
る
ご
と
に
表
情
を
変
え
、

い
く
ら
描
い
て
も
飽
き
る
こ
と
が
な

い
と
い
い
ま
す
。

　

本
館
の
「
石
本
正　

く
り
か
え
す

想
い
」
で
は
、
１
つ
の
対
象
の
中
の

無
限
の
変
化
を
追
い
な
が
ら
、
忘
れ

え
ぬ
感
動
を
描
き
続
け
る
画
家
・
石

　パイプオルガン（バッハのオルガン小曲集）のクリスマスの曲
を聴きながら、グラスにその独特の音色や響きを表現。完成した
作品の中にローソクを入れ、光と影の間に生まれる、ゆらめく形
を楽しめます。作品は12月に開催される「光の回廊」で展示します。
日時　11月12日㈭　午後１時～３時　　定員　20人
講師　島根臨床美術士の会　　　　　　料金　2，000円
※　事前予約が必要です。

　三隅中央公園で開催される「みすみフェスティバル」に合わせ、
「美術館まつり」を開催します。美術館の周辺では、創作体験コー
ナーやフリーマーケットなど楽しいことが盛りだくさんです。
日時　11月14日㈯・15日㈰
※　期間中の美術館観覧料は無料です。

※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）　

本
正
の
作
品
を
、
そ
の
移
り
変
わ
り

を
追
い
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
新
館
で
は
、石
州
和
紙
を
使
っ

た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
の
優
秀
作
品
を

展
示
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期

本
館　

12
月
23
日
㈷
ま
で

新
館　

・
不
〇
空　

FU
-K

U
 P

roject in 
Iw

am
i

「
中
堀
慎
治
×
榎
俊
幸
」
展

11
月
８
日
㈰
ま
で

・
石
州
和
紙
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
２
０

１
５
優
秀
作
品
展

11
月
14
日
㈯
～
12
月
６
日
㈰

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金
（
本
館
・
新
館
共
通
券
）

一
般　
　

７
０
０
円（
６
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

本
館
観
覧
の
み

一
般　
　

５
０
０
円（
４
０
０
円
）

新
館
観
覧
の
み

一
般　
　

４
０
０
円（
３
２
０
円
）

※　

11
月
10
日
㈫
以
降
は
本
館
の
み

有
料
で
す
。

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
、
翌
日
休
館
）

≪ギャラリー展示≫
デジタル浮世絵展

11月13日㈮まで
「ケン　タナカの世界」展

11月14日㈯～12月６日㈰

≪イベント情報≫
おとなのアートサロン
臨床美術「クリスマスキャンドル」

11月12日㈭　午後１時～３時
料金　2，000円

石正美術館まつり
11月14日㈯・15日㈰

第４９回石本正絵画教室
11月21日㈯・22日㈰　

ケン　タナカ・ワークショップ
「イモ版画をつくろう！」

11月23日㈷
午後１時30分～３時30分
料金　500円　　定員　25人

石本正「室内」　1999年

有

料

広

告

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎おとなのアートサロン　臨床美術「クリスマスキャンドル」

◎石正美術館まつり
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
開
催
中
の

「
そ
っ
く
り
彫
刻
展
」
は
、
木
を
素

材
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
活
動
を

行
っ
て
い
る
作
家
た
ち
の
作
品
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
本
物
そ
っ
く
り
に

彫
ら
れ
た
木
彫
作
品
の
数
々
に
き
っ

と
驚
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
最
初
の
部
屋
に
登
場
す
る
作

品
は
、
松
本
樸
さ
ん
が
制
作
し
た
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
だ
る
ま
ス
ト
ー
ブ
、

足
踏
み
ミ
シ
ン
な
ど
、
懐
か
し
い
生

活
用
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
で

す
。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
雑
貨
の
よ
う
な

風
合
い
の
作
品
を
じ
っ
く
り
と
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

次
の
部
屋
で
待
ち
構
え
て
い
る
の

は
、
山
本
麻
璃
絵
さ
ん
の
作
品
。
実

物
大
の
自
動
販
売
機
に
郵
便
ポ
ス
ト
。

本
当
に
木
で
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
と
て
も
迫
力
の
あ
る
作
品
で

す
。
ま
た
、
傘
立
て
に
は
、
本
物
の

傘
の
中
に
紛
れ
て
木
彫
の
傘
が
１
本

だ
け
隠
れ
て
い
ま
す
。本
物
と
偽
物
、

皆
さ
ん
は
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
動
物
や
パ
ン
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
か
わ
い
ら
し
い
作
品

も
登
場
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
作
品
も
あ
り
ま
す

の
で
、表
現
方
法
や
木
材
の
違
い
を
、

ぜ
ひ
間
近
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

会
期　
平
成
28
年
１
月
11
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

《
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
風
》

　

ウ
イ
ー
ン
に
あ
る
ズ
ー
ム
こ
ど
も

博
物
館
の
先
生
と
一
緒
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
作
家
に
ち
な
ん
だ
活
動
に
挑

戦
し
よ
う
。

◎
11
月
１
日
㈰
・
３
日
㈷

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
サ
イ
コ
ロ
パ
ズ
ル
》

　

４
つ
の
サ
イ
コ
ロ
を
組
み
合
わ
せ

て
遊
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ズ
ル
を
作
ろ

う
。
工
夫
し
て
楽
し
い
パ
ズ
ル
を
作

ろ
う
。

◎
11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
自
然
の
マ
ラ
カ
ス
》

　

木
の
中
に
音
の
素
材
を
詰
め
込
ん

で
、
ふ
た
を
し
た
ら
、
か
わ
い
ら
し

い
マ
ラ
カ
ス
が
で
き
あ
が
る
よ
。

◎
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
オ
シ
ャ
レ
な
木
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
》

　

木
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
飾
り
付
け
て
、

仕
上
げ
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
く
っ
つ
け

る
と
お
し
ゃ
れ
な
作
品
が
誕
生
！

◎
11
月
21
日
㈯
～
23
日
㈷

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
木
の
実
で
ア
ー
ト
》

　

自
然
の
木
の
実
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
な
ど
を
使
っ
て
、
秋
ら
し
い
作
品

を
作
ろ
う
。

◎
11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

11
月
の
休
館
日

月
曜
日　
２
日
・
９
日
・
16
日
・

30
日

振
替
日　
４
日
㈬
・
24
日
㈫

タイプライター

ものモノ♯自動販売機

昨年の様子

木の実でアート

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.227

有

料

広

告

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

そ
っ
く
り
彫
刻
展

　
　
　
　
　
　
開
催
中
！
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

☆
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
本
の
中

で
蔵
書
に
し
な
か
っ
た
も
の
を
必

要
な
人
に
譲
り
ま
す
。

中
央
図
書
館

日
時　
11
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30

分
三
隅
図
書
館

日
時　
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

10
月
27
日
㈫
か
ら
11
月
９
日
㈪

の
読
書
週
間
に
ち
な
み
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

☆
お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

　

毎
週
土
曜
日
の
お
は
な
し
会
を

拡
大
し
て
開
催
し
ま
す
。

中
央
図
書
館

日
時　
11
月
７
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

☆
特
別
映
画
会

中
央
図
書
館

日
時　
11
月
３
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

タ
イ
ト
ル　
ザ
ス
ー
ラ

（
２
０
０
５
年
ア
メ
リ
カ
作
品
）

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　
11
月
15
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
50
分

タ
イ
ト
ル　
日
本
の
む
か
し
ば
な

し
因
幡
の
白
兎
ほ
か

（
２
０
１
３
年
日
本
コ
ロ
ン
ビ

ア
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
11
月
22
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

タ
イ
ト
ル　
鏡
（
１
９
７
４
年
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
作
品
）

☆
電
子
紙
芝
居

日
時　
11
月
14
日
㈯
・
22
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

☆
テ
ー
マ
ト
ー
ク

日
時　
11
月
23
日
㈷

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

語
り
手　
坂
本
文
江
さ
ん

テ
ー
マ　
星
と
語
る
夢

　

参
加
者
が
お
気
に
入
り
の
一
冊

を
持
ち
寄
り
、紹
介
し
合
い
ま
す
。

日
時　
11
月
12
日
㈭

午
後
７
時
～
９
時

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

大
驛
さ
ん
（
☎
�
４
７
６
１
）

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

※　

毎
月
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

本
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

　

お
話
を
覚
え
て
語
る
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
。
ひ
と
味
違
う
世
界

を
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

対
象　
５
歳
か
ら
大
人
ま
で

日
時　
11
月
１
日
㈰

午
後
３
時
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
第
２

定
員　
先
着
20
人
程
度

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ

ん
。

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
11
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

内
容　
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

の
読
み
聞
か
せ

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
11
月
４
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
ブ
ッ
く
ん
の
お

は
な
し
会

日
時　
11
月
８
日
㈰

午
前
11
時
～
正
午

場
所　
旭
図
書
館
内

三
隅
図
書
館

秋
の
お
は
な
し
会
in
み
す
み
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

11
月
14
日
㈯　

午
後
２
時
～

15
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

語
り

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
９
日
㈪
・
24
日
㈫

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

火
曜
日
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
７
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　

お
は
な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ

ル
の
飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

11
月
の
テ
ー
マ

　

未
来
の
自
分
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図書館情報読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

☆
第
４
回　

一
夜
一
冊

　
　
　

は
ま
だ
読
書
夜
会
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まちかど伝言板
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日　
11
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
す
る
予
定
で
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

皆
さ
ん
は
、
日
常
の
外
出
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
中
に
足
の
痛
み
や
し
び
れ

を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

少
し
休
む
と
治
ま
り
、
歩
き
始
め
る

と
再
び
痛
み
出
す
と
い
っ
た
も
の
で

あ
れ
ば
「
間
欠
性
跛
行
」
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
と
な
る
足
の
血

管
の
病
気
と
、
心
臓
と
の
非
常
に
深

い
関
連
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
18
日
㈬

午
後
６
時
～
７
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
足
の
血
管
の
病
気
～
心
臓

と
の
関
係
～

講
師　
松
田
晋
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー
循
環
器
内
科
医
師
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
者
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

対
象　
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が

で
き
る
人
で
、
受
講
後
、
視
覚
障

が
い
の
人
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

日　
11
月
20
日
㈮
～
12
月
18
日
㈮

（
毎
週
金
曜
日
・
全
５
回
）

午
後
１
時
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
視
聴
覚
研
修

室
料　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
20
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３

４
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
３
５
）

草
木
染
マ
フ
ラ
ー
を
織
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

江
津
市
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
わ

た
の
里
も
こ
も
こ
」
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
手
紡
ぎ
し
た
草
木
染
め
の
糸

を
使
っ
て
機
織
り
機
で
マ
フ
ラ
ー
を

織
り
ま
す
。

日　
12
月
６
日
㈰

１
回
目　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

２
回
目　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
（
ア
ク
ア
ス
入
口
手
前
観

光
情
報
コ
ー
ナ
ー
）

定　
各
回
８
人

料　
２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
29
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
６
０
０
）

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装

備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ

て
対
応
で
き
る
自
衛
官
を
養
成
す
る

た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
な
ど
を
対

象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

申
込
締
切
日

平
成
28
年
１
月
８
日
㈮

応
募
資
格　
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
、
中
学
校
卒
業
又
は
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
平
成

28
年
３
月
に
卒
業
、
前
期
課
程
修

了
見
込
み
の
人
を
含
む
）

第
１
次
試
験

日　
平
成
28
年
１
月
23
日
㈯

場　
浜
田
合
同
庁
舎

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

募

集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
室
・
講
座

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

石
見
海
浜
公
園

ク
ラ
フ
ト
教
室

資
格
・
試
験

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
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今
年
で
第
21
回
目
を
迎
え
る
平
原

柿
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
特
産
品

で
あ
る
西
条
柿
の
柿
と
り
・
柿
の
種

飛
ば
し
大
会
・
神
楽
・
大
道
芸
・
も
ち

ま
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
１
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
東
平
原
上
集
会
所
（
三
隅
町
東

平
原
）

問　
平
原
柿
ま
つ
り
実
行
委
員
会

串
崎
さ
ん
（
☎
�
２
６
３
６
）

　

幅
広
い
学
習
活
動
と
仲
間
づ
く
り

を
通
し
て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
生
き
が

い
づ
く
り
を
応
援
す
る
「
く
に
び
き

学
園
」
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
６
日
㈮
・
12
月
８
日
㈫
・

18
日
㈮
・
平
成
28
年
１
月
19
日
㈫

午
前
10
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
45
分
～

場　
い
わ
み
ー
る

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

開
催
要
項
・
チ
ラ
シ
・
申
込
書

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.fukushi-shim

ane.
or.jp/kunibiki/

申
・
問　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

石
見
支
所
（
☎
�
９
３
３
６
・
▢ＦＡＸ

�
９
３
４
１
）

　

石
見
公
民
館
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

作
品
展
示
会
（
ペ
ン
習
字
・
写
真
・

絵
手
紙
・
能
面
・
手
芸
・
小
物
・
編

み
物
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

軽
食
バ
ザ
ー
や
地
域
の
幼
稚
園
児
の

か
わ
い
い
絵
、
中
学
生
の
絵
画
も
同

時
展
示
し
ま
す
。

日　
11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
見
公
民
館

問　
石
見
公
民
館（
☎
�
１
３
８
０
）

　

農
林
産
物
の
品
評
会
及
び
即
売
会
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
石
見
神
楽
上
演
、

「
こ
と
の
は
」
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
団
体
に
よ

る
出
店
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
矯
正
施

設
の
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
会

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日　
11
月
８
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
45
分

場　
市
役
所
旭
支
所
周
辺
・
市
民
体

育
館
・
旭
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問　
旭
支
所
産
業
建
設
課
内　

旭
ふ

る
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
４
３
７
）

　

子
ど
も
に
と
っ
て
最
高
の
歌
手
は

お
母
さ
ん
で
す
。
歌
は
、
歌
う
人
の

声
を
通
し
て
、
言
葉
で
は
伝
え
ら
れ

な
い
「
心
の
底
の
思
い
」
を
伝
え
ま

す
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
「
歌
で
愛

を
伝
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

対
象　
０
～
３
歳
児
と
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん

日　
11
月
８
日
㈰

午
前
10
時
30
分
～
（
上
演
時
間
50

分
）

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

定　
30
組
程
度

料　
１
世
帯
５
０
０
円

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

「
歌
子
さ
ん
」
実
行
委
員
会

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

子
ど
も
の
遊
び
と
脳
の
発
達
と
の

関
係
や
、
遊
び
で
獲
得
す
る
生
き
る

力
な
ど
、
子
ど
も
と
遊
び
の
密
接
な

関
係
と
今
の
子
ど
も
の
現
状
を
考
え

ま
す
。
ま
た
、
遊
び
の
環
境
を
保
障

し
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
ま
す
。

対
象　
保
護
者
・
保
育
士
・
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
・
幼
稚
園
教

諭
・
そ
の
ほ
か
子
ど
も
に
関
わ
る

大
人
な
ら
ど
な
た
で
も

日　
11
月
29
日
㈰

①
外
遊
び
が
育
む
心
と
体
の
発
達

午
前
10
時
～
正
午

②
子
ど
も
に
と
っ
て
豊
か
な
遊
び
環

境
と
は

午
後
１
時
～
３
時

③
交
流
会

午
後
３
時
10
分
～
４
時
10
分

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

講
師　
天
野
秀
昭
さ
ん
（
大
正
大
学

人
間
学
部
特
命
教
授
）

定　
１
０
０
人
程
度

料　
無
料

問　
し
ま
ね
子
育
ち
子
育
て
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
つ
な
が
る
ネ
！
ッ
ト

西
部
世
話
人　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田

お
や
こ
劇
場
（
☎
�
６
３
９
６
）

　

９
年
前
に
結
成
さ
れ
た
浜
田
を
中

心
に
活
動
す
る
混
声
合
唱
団
で
す
。

　

芸
術
の
秋
。
楽
し
い
歌
、
懐
か
し

い
歌
、
人
生
の
歌
な
ど
心
に
響
く
歌

声
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

有

料

広

告

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

平
原
柿
ま
つ
り

シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き
学
園

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

石
見
公
民
館

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
展
示
会

浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
２
０
１
５

浜
田
お
や
こ
劇
場
か
ら

歌
子
さ
ん
の
は
じ
め
て
の
コ
ン

サ
ー
ト
～
最
高
の
子
守
歌
～

講
演
会　

子
ど
も
時
代
の
遊
び

で
育
つ
、
人
間
の
根
っ
こ

石
央
文
化
ホ
ー
ル
合
唱
団

「
響
」
第
８
回
演
奏
会
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日　
11
月
８
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

⑴　

島
根
県
出
身
作
曲
家
・
周
藤
諭

の
作
品
「
空
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」「
故

郷
」

⑵　

混
声
合
唱
組
曲

「
お
お
さ
か
風
土
記
」

⑶　

和
に
親
し
む
邦
楽
の
ひ
と
と
き

⑷　

家
族
に
な
ろ
う
よ
、
日
々
ほ
か

出
演　
指
揮　

山
﨑
勝
・
向
田
彰

ピ
ア
ノ　

渡
邉
直
子

料　
一
般　

１
、
０
０
０
円

大
学
生
以
下　

無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

が
ん
治
療
体
験
者
で
あ
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
が
体
験
を
活
か
し
“
同
じ

立
場
”
で
話
を
伺
い
ま
す
。「
同
じ
経

験
を
し
た
人
と
話
を
し
て
み
た
い
」

「
不
安
な
気
持
ち
を
聞
い
て
ほ
し

い
」、
そ
の
よ
う
な
患
者
・
家
族
の
人

な
ど
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
11
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
※　

事
前
に
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
７
０
９
６
）

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
金
田
弘
子
さ

ん
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
健
康
に

年
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
14
日
㈯

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
血
管
年
齢
測
定
・

認
知
症
度
測
定
・
塩
分
測
定

午
前
９
時
～
９
時
50
分

講
演
会

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
偕
生

演
題　
高
齢
期
の
身
体
の
変
化
と
認

知
症

講
師　
金
田
弘
子
さ
ん【
森
本
外
科
・

脳
神
経
外
科
医
院
副
院
長
（
鳥
取

県
琴
浦
町
）】

料　
無
料

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問　
偕
生
園　

湯
浅
さ
ん
・
三
明
さ

ん
（
☎
�
５
７
５
５
）

　

は
ま
よ
う
ま
つ
り
を
、
今
年
も
盛

大
に
開
催
し
ま
す
。

　

午
前
は
各
学
部
の
学
習
発
表
会
、

午
後
は
作
業
学
習
製
品
の
販
売
（
水

産
加
工
品
・
木
工
製
品
・
手
芸
品
・

陶
芸
品
・
野
菜
・
草
花
・
焼
菓
子
な

ど
）・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
催
し
物
・
作
業
所

製
品
の
販
売
・
は
ま
よ
う
神
楽
社
中

に
よ
る
「
大
蛇
」
上
演
な
ど
を
行
い

ま
す
。
児
童
生
徒
の
作
品
も
展
示
し

て
い
ま
す
。

※　

校
舎
建
替
工
事
に
よ
り
駐
車
場

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
14
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　
浜
田
養
護
学
校

問　
浜
田
養
護
学
校
ま
つ
り
担
当

永
井
ひ
と
み
さ
ん
（
☎
�
２
２
０

０
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０
１
）

　

地
元
特
産
品
販
売
、
公
民
館
や
各

種
団
体
の
展
示
の
ほ
か
、
郷
土
芸
能

や
ダ
ン
ス
・
の
ど
自
慢
大
会
で
、
み

す
み
自
慢
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
10
周
年
記
念
及
び
イ

ベ
ン
ト
サ
ブ
テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
浜

田
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
リ
ハ
カ
レ
カ
ッ
プ
（
少

年
サ
ッ
カ
ー
大
会
）、
ゴ
ー
ラ
イ
ズ

カ
ッ
プ
（
ラ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス
）
も

行
い
ま
す
。

日　
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
15
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
三
隅
中
央
公
園
周
辺

※　

当
日
は
、
ひ
ゃ
こ
る
バ
ス
利
用

促
進
デ
ー
と
し
て
、
ひ
ゃ
こ
る
バ

ス
を
無
料
運
行
し
ま
す
。
臨
時
駐

車
場
か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。
会

場
行
き
を
利
用
す
る
と
、
会
場
内

１
０
０
円
割
引
券
を
進
呈
し
ま
す
。

問　
三
隅
支
所
産
業
建
設
課
内

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
８
０
３
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
石
州
半
紙
に
絵
や
字
を
書
い

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ぽ
ち
袋
・
メ
ッ
セ

ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

日　
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

ぽ
ち
袋　
　

（
１
回
）
３
０
０
円

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
（
１
回
）

３
０
０
円

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
時
間

内
は
、
随
時
参
加
で
き
ま
す
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

掲載料　１か月10，000円
申込方法　申込書（本庁市長公室にあります。市ホーム

ページからダウンロードもできます。）に必要事項を
記入の上、持参又は郵送してください。

申込み・問い合わせ先
本庁市長公室広報係（☎�９１５１）

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２枠を
結合して広告を掲載することもできます。

申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んでくだ
さい。料金など、詳しくはお問い合わせください。

申込み・問い合わせ先
柏村印刷㈱（☎�２０４０）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談
会

偕
生
園

福
祉
講
演
会

浜
田
養
護
学
校

は
ま
よ
う
ま
つ
り

浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

　
　
　
も
の
づ
く
り
体
験

市ホームページに掲載する
　　バナー広告を募集しています

広報はまだに掲載する
　　　広告を募集しています
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発
端
は
、
あ
る
生
徒
が
書
い
た
学

園
祭
の
ク
ラ
ス
劇
の
台
本
。
こ
の
台

本
の
是
非
を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
価

値
観
、
建
前
や
本
音
の
ぶ
つ
か
り
合

　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
描
い
た
絵
画

の
展
覧
会
で
す
。
30
～
１
０
０
号
の

大
作
と
小
品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
29
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
無
料

問　
東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会
（
石

見
部
）
金
本
裕
行
さ
ん

（
☎
０
８
５
６
�
６
４
４
６
）

　

素す

謡う
た
い

「
屋や

島し
ま

」・「
隅す

み
　
だ
　
が
わ

田
川
」、
舞ま

い

囃ば

や

し子
「
高た

か
さ
ご砂

」
ほ
か
、
観
世
流
・
宝

生
流
の
仕
舞
謡
曲
の
上
演
会
で
す
。

日　
11
月
15
日
㈰

午
前
10
時
～

場　
国
民
宿
舎
千
畳
苑

料　
無
料

問　
浜
田
謡
曲
連
合
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

い
に
、多
感
な
中
高
生
の
み
な
ら
ず
、

大
人
も
自
分
の
立
ち
位
置
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
舞
台
劇
で
す
。

日　
12
月
23
日
㈷

午
後
６
時
～
（
上
演
時
間
75
分
）

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　
一
般
前
売
券

中
学
生
～
大
学
生
１
、
５
０
０
円

大
人　
　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

（
当
日
券
は
５
０
０
円
高
）

お
や
こ
劇
場
会
員

小
学
校
５
年
生
～
大
学
生

１
、
３
０
０
円

大
人　
　
　
　
　

１
、
８
０
０
円

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た
ポ

ー
ル
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

ポ
ー
ル
を
つ
い
て
歩
く
こ
と
で
足
の

負
担
を
軽
く
し
、
無
理
な
く
腕
や
肩

な
ど
の
筋
肉
も
動
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
海
な
ど
公
園
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
、
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

日　
11
月
15
日
㈰
・
12
月
20
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
正
午

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

体
験
会

　

講
師
に
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
協
会
上
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
招
い
て
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
快
適
な
歩
き
方
や

ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
な
ど
基
礎
を
楽

し
く
学
び
な
が
ら
、
一
緒
に
歩
き
ま

せ
ん
か
。

日　
11
月
23
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
正
午

講
師　
阪
上
展
章
さ
ん
（
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
上

級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

共
通

集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

定　
各
回
先
着
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
物
・
着
替
え
・
雨
具
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

観
光
を
起
点
と
し
た
地
域
の
発
展

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

日　
11
月
16
日
㈪

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

定　
先
着
２
０
０
人

料　
無
料

申
込
方
法　
当
日
ま
で
に
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

（
㈱
ｅ
‐
Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
内
）

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
８
９
０
）

Em
ail:shim

ane@
e-front.co.jp

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
21
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

併
設
コ
ー
ナ
ー
展
で
は
、
美
術
に

造
詣
の
深
か
っ
た
藤
長
操
さ
ん
と
そ

の
ご
遺
族
か
ら
、
平
成
８
年
に
市
へ

寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な
美
術
品
の
内
、

未
公
開
の
書
画
を
選
ん
で
、
多
数
展

示
し
ま
す
。

日　
11
月
21
日
㈯
～
平
成
28
年
３
月

20
日
㈰
（
休
館
日
は
月
曜
日
と
祝

日
の
翌
日
及
び
12
月
29
日
㈫
～
１

月
３
日
㈰
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

展
示
名　
コ
ー
ナ
ー
展　

続
・
藤
長

操
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅵ

ー
未
公
開
軸
物
書
画
編
ー

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

サ
ッ
カ
ー
や
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し
て

い
る
人
、
こ
れ
か
ら
始
め
る
人
、
楽

し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を
動
か
し

ま
せ
ん
か
。
未
経
験
の
人
も
大
歓
迎

で
す
。
社
会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム

フ
ァ
ー
ス
ト
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生

内
容　
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
後
、
カ

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

浜
田
市
連
合
謡
曲
大
会

山
光
会
（
石
見
地
区
）
展
覧
会

浜
田
お
や
こ
劇
場
特
別
例
会

「
妥
協
点
Ｐ
」
公
演

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ワ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
５

～
観
光
を
起
点
と
し
た

　
　
　
　
地
域
の
発
展
～

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

浜
田
郷
土
資
料
館
コ
ー
ナ
ー
展

続
・
藤
長
操
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅵ

フ
ッ
ト
サ
ル
し
よ
う
会
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テ
ゴ
リ
ー
別
の
試
合
を
し
ま
す
。

日　
１
回
目　

11
月
21
日
㈯

２
回
目　

12
月
19
日
㈯

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
メ
ー
ル
又
は
電
話
（
平

日
は
午
後
６
時
以
降
）
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

ケ
ガ
な
ど
は
責
任
を
負
い
か
ね

ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
の
加

入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
浜

田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

平
川
学
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
８

０
５
‐
８
５
３
９
）

Em
ail:ham

adasibu@
yahoo.

co.jp

　

三
隅
町
井
野
の
小
原
周
辺
を
散
策

し
ま
す
。
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
弥
九
郎

霧
伝
説
の
真
相
や
連
続
竪
堀
群
に
囲

ま
れ
た
中
世
の
山
城
・
井
村
城
な
ど
、

楽
し
い
探
検
が
待
っ
て
い
ま
す
。 

日

11
月
22
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
50
分
～
正
午

集
合
場
所　
道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク

三
隅
（
現
地
集
合
可
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

浜
田
藩
の
成
立
状
況
や
、
浜
田
藩

が
「
再
興
を
期
し
て
自
焼
退
城
」
さ

れ
た
歴
史
状
況
に
つ
い
て
、
専
門
家

に
講
演
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
座
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
22
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
40
分

場　
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
浜
田
藩
の
成
立
と
終

し
ゅ
う

焉え
ん

そ
し
て
未
来
へ

演
題　
浜
田
藩
の
成
立
と
松
坂
と
の

交
流

講
師　
吉
田
悦
之
さ
ん
（
本
居
宣
長

記
念
館
長
）

演
題　
激
動
の
幕
末
と
浜
田

講
師　
岩
町
功
さ
ん
（
石
見
郷
土
研

究
懇
話
会
長
）

座
談
会

パ
ネ
リ
ス
ト

吉
田
悦
之
さ
ん

岩
町
功
さ
ん

佐
野
綱
由
さ
ん
（
元
津
山
郷
土
博

物
館
長
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

久
保
田
章
市
（
浜
田
市
長
）

料　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問　
本
庁
文
化
振
興
課
文
化
財
係

（
☎
�
９
７
３
１
）

　
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
町
、
住
み

慣
れ
た
家
で
い
つ
ま
で
も
、
こ
こ
ろ

“
豊
か
”
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
実

現
を
め
ざ
し
て
！
」
を
テ
ー
マ
に
福

祉
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
22
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

受
付　
午
後
１
時
～

場　
い
わ
み
ー
る

演
題　
有
馬
稲
子
の
人
生
数
え
歌

講
師　
有
馬
稲
子
さ
ん
（
女
優
）

定　
先
着
２
０
０
人

料　
無
料

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ

（
☎
�
０
１
６
０
）

　

今
年
も
、
万
灯
山
公
園
に
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
点

灯
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

点
灯
式
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
キ
ャ

ン
ド
ル
の
設
置
や
、
市
内
合
唱
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
ぜ
ん
ざ
い

の
振
る
舞
い
な
ど
も
行
い
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

日　
11
月
22
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
後
６
時
～
７
時

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
期
間

日　
11
月
22
日
㈰
～
平
成
28
年
１
月

11
日
㈷　

午
後
５
時
～
10
時

場　
万
灯
山
公
園

※　

万
灯
山
公
園
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
車
で
来
ら
れ
る
場
合

は
、
市
営
駐
車
場
（
30
分
無
料
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

　

様
々
な
書
や
地
域
に
縁ゆ

か
り

の
絵
を
展

示
し
ま
す
。古こ

墨ぼ
く

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

ピ
ア
ノ
演
奏
や
音
に
つ
い
て
の
お
話
、

石
州
和
紙
制
作
者
・
西
田
さ
ん
の
お

話
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。

期
間　
11
月
26
日
㈭
～
29
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
29
日
㈰
は
午
後
５
時
ま
で
）

ピ
ア
ノ
演
奏
や
音
に
つ
い
て
の
お
話

日　
11
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
小
松
正
史
さ
ん
（
京
都
精
華

大
学
教
授
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
身
体
・
知

的
・
精
神
の
障
が
い
を
超
え
た
そ
れ

ぞ
れ
の
交
流
や
、
障
が
い
者
の
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
（
た
だ
し
、
学
生

は
除
く
）

日　
11
月
28
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
）

場　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ

申
込
締
切
日　
11
月
16
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

実
行
委
員
会
（
☎
�
９
３
３
４
・

▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

西
田
誠
吉
さ
ん（
石
州
和
紙
制
作
者
）

の
お
話

日　
11
月
29
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
浜
田
子
ど
も
達
の
未
来
を
考
え

る
会　

坂
本
文
江
さ
ん
（
☎
０
９

０
‐
２
０
０
７
‐
１
７
８
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

第
１
６
１
回

　
　
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念

浜
田
開
府
４
０
０
年

記
念
プ
レ
講
演
・
座
談
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ

福
祉
講
演
会

浜
田
市
合
併
10
周
年
記
念

万
灯
山
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

敬
紅
書
学
院
展
示
会

表
現
す
る
よ
ろ
こ
び
展

～
心
に
響
く

　
　
作
品
と
の
出
会
い
～

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
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出
会
い
か
ら
始
ま
る「
ご
縁
と
絆
」

を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
皆
さ
ん
に

お
届
け
し
ま
す
。

対
象　
20
歳
以
上
の
女
性

日　
11
月
28
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

受
付　
午
後
１
時
～

場　
白
砂
公
民
館

演
題　
ご
え
ん
と
き
ず
な

講
師　
渡
利
章
香
さ
ん

演
奏
者　
杉
本
さ
え
み
さ
ん

定　
60
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
18
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
風
園

企
画
・
調
整
課
（
☎
�
１
０
２
５
）

　

浜
田
は
ぴ
こ
会
で
は
、
独
身
男
女

を
対
象
と
し
た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

日　
11
月
29
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る

定　
男
女
各
10
人

料　
１
、
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
20
日
㈮

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
は
ぴ
こ
会
事

務
局
及
び
本
庁
政
策
企
画
課
・
各

支
所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
は
ぴ
こ
会
事
務
局

岡
本
さ
ん
【
〒
６
９
７
‐
０
０
５

２　

浜
田
市
港
町
１
８
２
‐
３

（
☎
�
１
４
３
０
・
▢ＦＡＸ
�
８
０
６

６
）】

Em
ail:okam

oto@
toyohouse-

design.jp

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
気

軽
に
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
と

と
も
に
、
仲
間
と
交
流
を
深
め
、
運

動
へ
の
関
心
・
意
欲
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ
塾
を
開

催
し
ま
す
。

　

初
心
者
か
ら
で
き
る
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
遊
び
や
基
本
動
作
・

応
用
動
作
を
指
導
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
１
～
３
年
生
で
初
心

者
の
人

日　
12
月
５
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場　
県
立
体
育
館

指
導
者　
県
立
体
育
館
職
員
・
市
競

技
団
体

定　
40
人

料　
無
料

申
込
期
間　
11
月
10
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
29
日
㈰
午
後
７
時

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

　

独
身
男
女
を
対
象
と
し
た
交
流
イ

ベ
ン
ト
「
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い
謎
解
き

コ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い
体
験
が
あ
な
た

の
背
中
を
そ
っ
と
後
押
し
し
て
く
れ

る
は
ず
。
謎
解
き
の
後
は
、
温
か
い

料
理
と
交
流
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

対
象　
20
～
40
歳
代
の
独
身
男
女

日　
12
月
５
日
㈯

午
後
３
時
～
８
時
（
予
定
）

場　
旧
木
田
小
学
校

定　
先
着
30
人
（
男
女
各
15
人
）

料　
男
性　

４
、
０
０
０
円

　
　

女
性　

３
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
20
日
㈮

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
・
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
な
ど
は
、
本
庁
政
策
企

画
課
・
各
支
所
防
災
自
治
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※　

参
加
者
に
は
、
後
日
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚

活
推
進
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０

１　

浜
田
市
殿
町
１
（
☎
�
９
２

０
０
・
▢ＦＡＸ
�
１
８
６
６
）】

Em
ail:seisaku@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、

ま
た
老
若
男
女
や
世
代
間
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
、
紅
白
歌
合
戦
を
開
催

し
ま
す
。
30
組
以
上
参
加
の
予
選
会

を
勝
ち
抜
き
、
10
代
か
ら
80
代
ま
で

の
男
女
各
15
組
が
華
や
か
で
す
て
き

な
歌
唱
の
舞
台
を
披
露
し
ま
す
。

　

歌
の
競
演
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

審
査
員
の
１
人
と
し
て
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

歌
合
戦
終
了
後
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽

選
会
が
あ
り
ま
す
。

日　
12
月
６
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
30
分

開
演　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト
歌
手　
山
崎
て
い
じ

料　
一
般
（
高
校
生
以
上
）

前
売
券　

５
０
０
円

当
日
券　

７
０
０
円

中
学
生
以
下　

無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
本
校
の
教
育
や
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

内
容　
学
校
紹
介
・
施
設
見
学
な
ど

日　
12
月
８
日
㈫

午
前
９
時
45
分
～
正
午

場　
浜
田
養
護
学
校

申
込
締
切
日　
12
月
３
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.shim

anet.ed.jp/
ham

adayougo/

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校

三
木
さ
ん
・
天
津
さ
ん
（
☎
�
２

２
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０
１
）

講
演
会
と
フ
ル
ー
ト
演
奏

今
年
の
冬
、
誰
と
過
ご
そ
う

つ
く
っ
て
恋
活

　
　
～
ア
ク
セ
サ
リ
ー
編
～

第
４
回
県
体
ス
ポ
ー
ツ
塾

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
塾

ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い
謎
解
き

コ
ン
～
旧
木
田
小
に
隠
さ

れ
た
宝
物
～

歌
の
祭
り
だ
！

　
　
石
央
紅
白
歌
合
戦

浜
田
養
護
学
校
学
校
公
開
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特
別
展

ア
ク
ア
ス
ひ
み
つ
探
偵
団

　

飼
育
員
の
ひ
み
つ
道
具
？
水
族
館

の
生
き
物
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
？
ボ

ス
か
ら
出
た
７
つ
の
指
令
を
解
い
て

ア
ク
ア
ス
の
ひ
み
つ
を
調
査
し
よ
う
。

日　
平
成
28
年
１
月
11
日
㈷
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

し
ま
ね
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
in
ア
ク
ア
ス
～
島
根

の
海
を
ア
ク
ア
ス
で
感
じ
よ
う
～

　

ふ
だ
ん
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

夜
の
海
を
ア
ク
ア
ス
で
見
学
し
ま
せ

ん
か
？
ウ
ミ
ホ
タ
ル
も
観
察
し
ま
す
。

日　
11
月
７
日
㈯

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
60
人

料　
大
人　
　

２
、
０
０
０
円

小
中
高
生　

１
、
０
０
０
円

幼
児　
　
　

無
料

※　

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://shim
aneinaka.com

/

申
・
問

し
ま
ね
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

（
☎
０
８
５
５
�
７
０
２
９
）

ア
ク
ア
ス
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
日

ペ
ン
ギ
ン
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学

　

毎
月
10
日
は
ア
ク
ア
ス
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
の
日
で
す
。
ペ
ン
ギ
ン
館
の
裏

側
に
潜
入
し
よ
う
。

日　
11
月
11
日
㈬

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

ア
ク
ア
ス
で
宝
探
し

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日　
11
月
２
日
㈪
・
16
日
㈪

午
前
10
時
～
11
時

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

料　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
０
０
円

申
込
方
法　
当
日
、
ア
ク
ア
ス
１
階

入
口
受
付
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

ア
ク
ア
ス
の
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座
「
段
ボ
ー
ル
彫
刻
を
つ
く

ろ
う
」

　

身
近
な
素
材
で
ア
ー
ト
作
品
を
作

ろ
う
。

日　
11
月
29
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
30
人

料　
無
料

生
き
物
教
室
「
ア
ク
ア
ス
探
偵
団
結

成
！
ア
ク
ア
ス
の
ひ
み
つ
を
探
し
出

せ
！
」

　

ふ
だ
ん
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

で
は
回
ら
な
い
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス

を
案
内
し
ま
す
。

対
象　
当
日
入
館
し
て
い
る
人

日　
11
月
８
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
３
階
展
望
デ
ッ
キ

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

は
っ
し
ー
広
場
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

11
月
21
日
㈯
～
23
日
㈷
は
、
レ
ス

ト
ラ
ン
異
瑠
香
横
芝
生
広
場
に
全
国

か
ら
Ｂ
級
グ
ル
メ
が
大
集
合
し
ま
す
。

11
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

15
日
㈰　

久
木
神
楽
社
中

22
日
㈰　

熱
田
保
存
会

23
日
㈷　

岡
見
神
遊
座

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

開
館
10
周
年
記
念
企
画
展
「
祈
り
の

仏
像
」
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
学
芸
員
に
よ

る
展
示
解
説
）

日　
11
月
７
日
㈯
・
15
日
㈰

午
後
２
時
～

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ
入
口

料　
無
料

※　

企
画
展
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

※　

開
館
10
周
年
記
念
企
画
展
「
祈

り
の
仏
像
」
は
、
11
月
16
日
㈪
ま

で
。
休
館
日
は
毎
週
火
曜
日
（
11

月
３
日
㈷
は
開
館
）
で
す
。

開
館
10
周
年
記
念

葉
加
瀬
太
郎 25th Anniversary

Concert

「DELUXE

」

～Best Selection

～

　

グ
ラ
ン
ト
ワ
の
開
館
10
周
年
記
念

に
ふ
さ
わ
し
い
葉
加
瀬
太
郎
「
25
周

年
記
念
ツ
ア
ー
」
決
定
！

日　
11
月
13
日
㈮

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
６
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

前
売　

一
般　
　
　

７
、
８
０
０
円

友
の
会
会
員
７
、
０
０
０
円

当
日　

一
般　
　
　

８
、
３
０
０
円

友
の
会
会
員
７
、
５
０
０
円

開
館
10
周
年
記
念

松
竹
大
歌
舞
伎　
秋
季
公
演

　

輝
く
美
貌
と
清
潔
な
色
気
で
若
女

形
と
二
枚
目
が
本
領
の
五
代
目
・
尾

上
菊
之
助
が
出
演
。
役
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
演
奏
・
衣
裳
・
鬘
・
大

道
具
・
小
道
具
に
至
る
ま
で
一
流
の

専
門
集
団
が
創
り
上
げ
る
歌
舞
伎
の

舞
台
は
、
ま
さ
に
日
本
の
伝
統
美
の

集
結
。
荘
厳
で
華
や
か
な
舞
台
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

出
演　
尾
上
菊
之
助
・
尾
上
松
也
ほ

か
演
目　
教
草
吉
原
雀
／
新
皿
屋
舗
月

雨
暈
魚
屋
宗
五
郎

日　
11
月
21
日
㈯

昼
公
演　
開
場　

午
後
０
時
30
分

開
演　

午
後
１
時

夜
公
演　
開
場　

午
後
５
時
30
分

開
演　

午
後
６
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

Ｓ
席　

一
般　
　
　

８
、
０
０
０
円

友
の
会
会
員
７
、
５
０
０
円

Ａ
席　

一
般　
　
　

６
、
０
０
０
円

友
の
会
会
員
５
、
７
０
０
円

Ｂ
席　

一
般　
　
　

３
、
０
０
０
円

友
の
会
会
員
２
、
８
０
０
円

※　

各
イ
ベ
ン
ト
と
も
未
就
学
児
の

入
場
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
各

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19，930 19，755 21，969 41，724
金 城 1，917 2，150 2，308 4，458

旭 1，401 1，439 1，519 2，958
弥 栄 691 653 732 1，385
三 隅 2，918 2，990 3，362 6，352
合 計 26，857 26，987 29，890 56，877

人　口（９月末現在）

（単位：人）

　井野端会議は、井野地区が島根県の中山間地域活性化計画の「現場支援地区」
に選定され、地元の人と島根県立大学生が一緒に地域課題について考えるミー
ティングを開催したことを契機に、井野地区の人口減少に歯止めをかけ、井野を
元気にしたいと思う地元の有志が集まり、平成27年３月に設立されました。
　現在は13人のメンバーが、「楽しみながら地域の課題を解決する」をモットーに、
定期的に勉強会を開いています。今年の夏には、「地域の同窓会」をコンセプトに、
井野の夕涼み夏祭りを20年振りに復活させました。この祭りには、お盆で帰省し
た人や地域で暮らす様々な世代の人約300人が集まり、地域の交流の輪を広げる
ことができました。
　代表の丸山洋司さんは、「これからも井野地区をもっともっと元気にしていく
ために、メンバーを増やしながら一丸となって活動し、地域を盛り上げる様々な
仕掛けを実施していきたい」と話していました。

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

編集・発行　浜田市市長公室
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

井野端会議（三隅）


